
 

 

平成 28年 12月 26日(月) 
大阪府河川周辺地域の環境保全等審議会 
第７回安威川ダム環境改善放流検討部会 

【資 料】 

 

 

 

 

 

大阪府河川周辺地域の環境保全等審議会 

第７回 安威川ダム環境改善放流検討部会 
 

 

 

 

水質予測検討について 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

平成 28年 12月 26日(月) 
 

 

 

大 阪 府 



 

 

  



 

 

■本日の部会での審議内容 

環境改善放流を踏まえた水質予測計算を実施し、貯水池内及びダム下流河川の水環境に対する適切な保全措置を検討する。 

（今年度の検討内容）   

・環境改善放流を踏まえた水質保全の検討方針 → 前回部会で検討（審議事項Ⅰ） 

・水質の影響検討 → 前回部会で中間報告（審議事項Ⅰ） 

・保全措置の内容 → 本部会で検討（審議事項Ⅱ，Ⅲ） 

 

 

 今回審議事項 お伺いしたいこと 

Ⅰ ○前回審議会指摘事項の対応方針の確認 ○前回審議会指摘事項の対応方針は適切か 

Ⅱ ○予測結果の確認 ○シミュレーションの結果は妥当か 

Ⅲ ○水質保全対策案の確認 ○水質保全対策案は適切か 
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1. 指摘事項への対応 
1.1 第６回部会での主な指摘事項 

 

No. 第６回での主な指摘事項 対応 

１ 

安威川の特性を踏まえたパラメータの設定理由について、整理する。 

不確実性を含む項目に対しては、他ダムの事例を参考に感度分析を行い、悪影響が出た場合

はその対応案を想定する。 

検証ダムの再現計算結果を安威川ダムの計算へどのように反映させているか整理する。 

（比奈知ダム以外での検証の必要性も含めて） 

パラメータの設定内容や検証ダムの類似性について、確認した。 

２ 

検証ダムの類似性は、生物の生息・生育状況を含めて整理する。 検証ダムについて、生物の生息・生育状況を調査し、類似性を確認した。 

３ 

安威川ダム上流域での、ダム以外の事業による貯水池への影響の程度を再度確認する。 ダム以外の事業による負荷量について確認した。 
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1.2 指摘事項への対応 

1.2.1 パラメータの設定について 

 
 

○パラメータ設定の考え方  

 

 

 

現象  予測結果を左右する要因 関係するパラメータ等 設定の考え方 

濁り 流入条件 流入 SS の量と質（粒径） L-Q 式 過去に実施した平常時調査、出水時調査により LQ 式を作成した。 

粒径別の存在割合 過去に実施した出水時濁水を用いた沈降試験結果によりデータ数を確保して代表粒径（5 粒径）別の存在割合を設定し

た。流量に伴う粒径別の存在割合の変化についても考慮した。 

 貯水池内 沈降特性 粒径別の沈降速度 Stokes の式による沈降速度を基本とした。ただし、同式は濁質を球形と仮定したものであるため比奈知ダムにおける再

現計算を通じて調整した。 

富栄養化 流入条件 流入栄養塩（特にリン）負荷量 L-Q 式 過去に実施した平常時調査、出水時調査により LQ 式を作成した（窒素、リンは形態別に設定した）。 

 貯水池内 植物プランクトンの増殖特性 最大増殖速度、最適日射量等 3 種の藻類（藍藻類、緑藻類、珪藻類）を想定し、比奈知ダムにおける再現計算を通じて増殖特性に関するパラメータ

を設定した。再現計算にあたっては、過小な予測結果とならないよう、クロロフィル a 濃度が比較的高い時期の再現性

に留意した（H22 秋～冬、H23 初夏および冬、H25 夏および冬、H26 春および秋～冬）。 

  懸濁態リンの沈降 沈降速度 リンの懸濁態の成分は、濁質に付着して沈降するものとした。 

  有機態リンの分解に伴う DO 消費 

底層における DO 消費 

分解速度 

DO 消費速度、再曝気係数（深層曝気） 

比奈知ダムにおける再現計算を通じて設定した（有機物分解等による DO 低下と、深層曝気による DO 上昇の双方を調

整し、実際の DO を概ね再現した）。 

  底層の DO 低下に伴う底泥からの

無機態リンの溶出 

溶出速度、DO 依存率 溶出速度は不確定な要素があることから、文献値を基本に感度分析を実施し、表層水質への影響を確認したうえで設定

した。また、DO が低下するにつれて溶出が進むよう、比奈知ダムにおける再現計算を通じて DO 依存率を設定した。 

 

○安威川ダムと比奈知ダムの流入負荷量の比較 

 

 

  

 

 TP                                 SS 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                       

 

 

 
 

（注）流域面積が異なる地点同士の比較であるため、いずれも、流量、負荷量ではなく、比流量、比負荷量で整理している。 

  

○検証ダムにおいて、水質予測計算モデルのパラメータ調整を行い、実測値との整合性を確認する。安威川ダムの予測にあたっては、検証ダムで調整したパラメータと、安威川での流入負荷量等によ

計算を行う。 

○検証ダム選定にあたり、安威川ダムと一庫ダムとは、貯水池形状、流入水質（TP、TN/TP 比）が類似していないこと、安威川ダムと比奈知ダムとは流入水質（TP 負荷量）が類似していることを確

認した。 

・本検討で整理した流量-負荷量関係について、TPを対象に、安威川ダムと比奈知ダムについて重ね合わせた。 

その結果、平常時は安威川の方が、TP 流入負荷が大きい傾向がみられるものの、出水時は概ね同程度の TP 流入

負荷であった。 
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安威川ダム水質予測にあたっては、流域特性や既往検討結果を踏まえると、「濁り」と「富栄養化（溶存酸素量を含む）」に特に着目する必要がある。 

・各年の TP 流入総負荷量を L-Q 式に日々の流量を与えることにより算出すると、各年の流況によるものの、安威川ダ

ムと比奈知ダムは概ね同程度であった（負荷量の総量は流況により変化するため、データ整理状況から、平成 13 年

～平成 22年で比較） 
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○一庫ダムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一庫ダム（H17.1～H27.12定期調査および H21、H23出水時調査により作図） 

 

 

  

・一庫ダムは都市部近郊に位置しているものの、貯水池形状が二股であること、流入 TP濃度が比較的高く、TN/TP比が小さいことなどから、検証ダムとしてモデルを構築する際の課題がある。 
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「合流部を有する貯水池での富栄養化シミュレーション」
（第29回水理講演会論文集 昭和60年2月）をもとに作成

・安威川ダムの貯水池形状は 1列をなすため、検証ダムはダム貯水池形状が 1列であることが望ましい。 

一庫ダムは、貯水池形状が二股であり、枝分かれ構造を考慮したメッシュを構築する必要が生じ、安威川とメッシュ構成が異なる。 

 

・一庫ダムの流入 TPは安威川ダムの流入 TPより大きく、また、その N/P比は、一
庫ダムでは小さい。そのため、藻類増殖特性が異なる可能性がある。 
※「窒素、リンのいずれが制限栄養塩として働くか」について、N/P比を指標に
判定でき、OECDの報告書によると、N/P比が 10以下のところでは TNに強く制
限を受け、N/P比が 17以上のところでは TPに強く制限を受けるとされている
（「ダム貯水池水質用語集」、p.108）。 
従って、藻類増殖は、安威川ダムでは TP に強く制限を受け、一庫ダムは TN
に強く制限を受けると判定される。 

T-N T-P

(mg/L) (mg/L)

安威川 0.60 0.035 17.1

比奈知 0.67 0.014 47.9

高山 1.46 0.089 16.4

青蓮寺 0.69 0.016 43.1

室生 2.09 0.087 24.0

布目 1.59 0.071 22.4

一庫 0.57 0.065 8.8

日吉 0.35 0.040 25.0

滝畑 0.97 0.050 19.4

狭山池 2.80 0.267 10.5

蔵王 0.32 0.062 5.2

青土 0.48 0.016 30.0

青野 0.82 0.037 22.2

安室 0.42 0.041 10.2

初瀬 1.40 0.065 21.5

七川 0.18 0.022 8.2

山村 0.51 0.032 15.9

君ヶ野 0.55 0.021 26.2

神路 0.33 0.062 5.3

ダム名 N/P

一庫ダム 安威川ダム 

・SSについて、流量-負荷量関係を、安威川ダムと一庫ダムについて重ね合わせた結果、両ダムの流量-負荷量関係は概ね同程度といえる。 
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1.2.2 検証ダムの生物の類似性の確認 

 
 

表 1-1  魚類 優占種による比較 

流入

河川 

 
⇒優占種 3種はいずれもカワヨシノボリ、カワムツ、オイカワであり、類似性があると考えられた。 

下流

河川 

 
⇒優占種 4 種は、比奈知ダムではカワムツ、オイカワ、アブラハヤ、カワヨシノボリであり、安威川はオ

イカワ、カワヨシノボリ、カマツカ、カワムツであり、3種が重なった。 

 

表 1-2  底生動物による比較 

比奈知ダム_流入河川 安威川ダム_流入河川

調査日 H28.8.4
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検証ダムの環境面での類似性を確認するため、比奈知ダムと安威川ダム周辺の魚類、底生動物の生息状況を比較した。 

○魚類：流入河川では、優占種３種（カワヨシノボリ、カワムツ、オイカワ）が、同じであった。下流河川では、優占種４種の内、３種（カワヨシノボリ、カワムツ、オイカワ）が同じであった。 

魚類の優占種の観点から、比奈知ダム、安威川ダム周辺の環境は類似していると考えられる。 

○底生動物：目別種数を比較すると、比奈知ダム、安威川ダムともにトビケラ目、カゲロウ目、ハエ目の種数が多い。 

夏季の調査結果を見ると、安威川ダムでは淵の確認個体数が少なく、また、優占するイトミミズ亜科は溶存酸素が少ない環境で生息できる種である。一方、比奈知ダム下流はカゲロウ類が確認されており、

夏場でもきれいな水質が維持されていることが考えられる。 

○これらのことから、魚類の優占種、底生動物の種構成の観点から比奈知ダム、安威川ダム周辺の環境は類似していると考えられるが、夏場の河川環境が異なることに留意する必要がある。 

比奈知ダム調査地点位置図 

（ダムサイト標高：約 300m） 

安威川ダム調査地点位置図 

（ダムサイト標高：約 100m） 
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 底生動物 目別種数比較 底生動物 優占種比較 

下流

河川 

 
⇒冬季は両地点ともにトビケラ目、カゲロウ目、続いてハエ目の

種数が多く、傾向が似ている。 

 
⇒夏季は比奈知ダムではトビケラ目、カゲロウ目の種数が突出し

て多かった。 

  

 
 

⇒目別種数を比較すると、比奈知ダム、安威川ダムともにトビケラ目、カゲロウ目、ハエ目の種数が多い。 

優占種のうち「川の生きものを調べよう － 水生生物による水質判定 －」に掲載された指標種をみると、瀬については、比

奈知ダムで「ややきれいな水」の指標生物であるコガタシマトビケラ属が確認されており、安威川ダムでは「きれいな水」の

指標生物であるヤマトビケラ属が確認されている。 

一方、淵については、安威川ダムの夏季の結果を見ると確認個体数が少なく、また、優占するイトミミズ亜科は、溶存酸素が

少ない環境で生息できる種である。比奈知ダム下流はカゲロウ類が確認されており、夏場でもきれいな水質が維持されている

ことが考えられる。 

このことから安威川ダムと比奈知ダムでは、夏場の河川環境が異なることに留意する必要がある。 

 

＜出典＞ 

比奈知ダム調査結果： 

「平成２０年度 比奈知ダム定期報告書」（平成 21 年 3 月、独立行政法人 水資源機構 関西支社） 

安威川ダム調査結果： 

魚類：「平成 24年度 安威川ダム魚類補足調査業務委託」、（平成 25年 3月、地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所）、 

「平成 25年度 安威川ダム魚類補足調査業務委託報告書」（平成 26年 3月、地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所） 

底生動物：「平成 27 年度 安威川ダム魚類補足調査業務（H27）報告書」（平成２８年３月、地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所） 

水質判定：「川の生きものを調べよう － 水生生物による水質判定 －」（平成 24年 3月、環境省水・大気環境局、国土交通省水管理・国土保全局編） 
  

比奈知ダム 四間橋St.1-瀬
調査年月 全個体数
(/m2)種     名 個体
(/m2) 組成比 (％) タイプ
平成9年 3月 21,800 ナカハラシマトビケラ 4,512 20.7 網

ウルマーシマトビケラ 2,984 13.7 網
コガタシマトビケラ属 2,880 13.2 網

平成9年 7月 3,544 アカマダラカゲロウ 744 21.0 匍

ヒメトビイロカゲロウ属 440 12.4
コガタシマトビケラ属 424 12.0 網

安威川 桑原（瀬）
調査年月 全個体数 種名 個体数 組成比 (％) タイプ
平成27年1月 571 ヨシノコカゲロウ 99 17.3 泳

ヒメドロムシ科 86 15.1 匍

ウルマーシマトビケラ 55 9.6 網
ヤマトビケラ属 55 9.6 携

平成27年7月 105 ヒメドロムシ科 53 50.5 匍

トゲナシコガタユスリカ属 9 8.6 潜

ウデマガリコカゲロウ 5 4.8 泳

ウスバガガンボ属 5 4.8 固

比奈知ダム 四間橋St.1-淵
調査年月 全個体数
(/m2)種     名 個体
(/m2) 組成比 (％) タイプ
平成9年 3月 1,984 ウスバヒメガガンボ属 756 38.1

エリユスリカ亜科 392 19.8
クダトビケラ科 128 6.5

平成27年7月 76 ヒメトビイロカゲロウ属 28 36.8
ユスリカ亜科 16 21.1
キハダヒラタカゲロウ属 8 10.5

安威川 桑原（淵）
調査年月 全個体数 種名 個体数 組成比 (％) タイプ
平成27年1月 884 ハモンユスリカ属 300 33.9 潜

イトミミズ亜科 216 24.4 潜

アシマダラユスリカ属 108 12.2 潜

平成27年7月 12 イトミミズ亜科 8 66.7 潜

サホコカゲロウ 1 8.3 泳

キイロカワカゲロウ 1 8.3 匍

トゲナシコガタユスリカ属 1 8.3 潜

ヒメドロムシ科 1 8.3 匍

：きれいな水（水質階級Ⅰ）の指標生物

：ややきれいな水（水質階級Ⅱ）の指標生物

：とてもきたない水（水質階級Ⅳ）の指標生物

水生生物による水質判定（水質階級Ⅰ）の指標生物 

 
水生生物による水質判定（水質階級Ⅱ）の指標生物 
 
水生生物による水質判定（水質階級Ⅳ）の指標生物 
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1.2.3 路面排水等の貯水池水質への影響 

(1)安威川ダム周辺の状況 

 

 

 

 

 

 

  

安威川ダム周辺の状況 

＜安威川本川からの流入＞ 

34.8km2 

上流は採石場、京都府域に田畑。 

 

・新名神高速道路事業は平成 31 年度

に完成予定。 

 

※完成後は道路排水が流入。 

＜下音羽川からの流入＞ 

8.1km2 

上流域に田畑。 

 

・新名神高速道路事業は平成 31年度

に完成予定。 

 

※完成後は道路排水が流入。 

＜大岩川からの流入＞ 

2.7km2 

・大岩建設発生土受入地について 

（工事中） 

仮設の沈砂池を設置し、工事を実施。 

 

（完成後） 

平成３１年度から営農再開。 

地区上流のため池から取水し、地区内水路を通っ

て、各田畑へ水を供給。 

 

※水質シミュレーションでは、営農を行っていた

平成 18年度までの負荷量を考慮。 

  

 

＜彩都東部中央東地区（他事業者）からの流入＞ 

約 47ha（0.47km2） 

 

（工事中） 

仮設の沈砂池を設置し、工事を実施。 

 

（完成後） 

平成 3０年度に基盤整備工事が完了予定。 

 

※完成後は雨水排水が流入。 

宅地内は沈砂池を設置している。 

 

 

 

 

＜安威川ダム＞ 

 

（工事中） 

工事区域の最下流に濁水処理設備を設置し、工事を実施。 

 

（完成後） 

平成３２年に本体工事完成。完成後の試験湛水から貯留開始。 
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(2)路面排水等の貯水池水質への影響 

 
 

○安威川上流域からの流入負荷量 

・安威川の年間流入負荷量：Ｏ-Ｐ= 630,720g/年  Ｏ-Ｎ= 9,460,800g/年  ＣＯＤ= 126,144,000g/年 

安威川の年平均流量（S60～H22）：1.73 m3/s 

年平均流量時の負荷量（L-Q 式より）：Ｏ-Ｐ= 0.02g/ｓ  Ｏ-Ｎ= 0.3g/ｓ  ＣＯＤ= 4.0g/ｓ として算出 

 

○路面排水からの負荷量 

・単位面積あたりの負荷量：ＴＰ= 0.025g/m2/年  ＴＮ= 3.8g/m2/年  ＣＯＤ= 17.9g/m2/年 

 出典「路面排水による水質汚濁とその成分分析（建設省土木研究所・土木学会第 51回年次学術講演会(H8)）」 

 

表 安威川上流域からの流入負荷量との比較 

路面排水箇所 面積（ha） ＴＰ ＴＮ ＣＯＤ 備考 

新名神高速（安威川・下音羽川） 約 4.6 1,150 g/年 174,800 g/年 823,400 g/年 調整池を通して排水 

新名神高速（大岩川） 約 11 2,750 g/年 418,000 g/年 1,969,000 g/年 調整池を通して排水 

彩都地区 約 5.0 1,250 g/年 190,000 g/年 895,000 g/年  

計 
約 20.6 5,150 g/年 

（0.8%） 

782,000 g/年 

（8.2%） 

3,687,400 g/年 

（2.9%） 

 

 

 ※彩都地区の宅地部分の裸地期間が仮に長引いた場合、彩都地区最大約 41ha を含む、面積計約 56.6ha となり、 

TP14,150 g/年（2.2％）、 TN2,150,800 g/年（22.7%）、 COD10,131,400 g/年（8%）の負荷量となる。 

 

  

新名神高速道路及び彩都地区からの流入負荷量について、参考文献等を基に試算を行った。 

 

下記条件でのシミュレーションを行った結果、貯水池表層水質や放流 SSがやや悪化すると予測される。 

また、路面からの排水は、栄養塩以外の成分も想定されることから、ダム完成後も監視を行い、上流域からの排水について、事業者への指導等を適切にする必要がある。 
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・シミュレーションによる安威川ダム貯水池水質への影響確認 

 TP0.8％、TN8.2%、COD2.9%の負荷量増が生じた場合を想定し、安威川ダムの 10 年分のシミュレーションを行った結果、安威川ダム貯水池の表層 TNがやや悪化すると予測された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○あさご谷裸地からの SS 流入負荷量 

    ・安威川ダム供用開始時に、仮に、あさご谷に以下の裸地が残存していた場合の SS 流入負荷量を算出。 

 

想定裸地面積：約 32ha（0.32km2）が、仮に残存した場合 

 

算出条件：降雨時に、上記の裸地から SS1,000mg/L の濁水が発生すると仮定（1,000mg/Lの出典：「新訂版ダム建設工事による濁水処理」（（財）日本ダム協会）） 

           具体的な算出方法は、1mm 以上の降雨時に、ダム流入量のうち、0.32km2/52.2km2分は、SS1,000mg/L で流入し、残りの分は LQ 式による濃度で流入する。 

降雨なしの時は、流入量すべて、LQ 式による濃度で流入する。 

 

 算出結果：流入 SS 総負荷量は、2.81%増しとなる。 

 

    ・シミュレーションによる安威川ダム放流 SS への影響確認 

    流入 SS 負荷量を 2.81%増しとした安威川ダムの 10 年分のシミュレーションにより、上記の裸地が残存しなかった場合と比べて、濁水長期化日数（ダムなしよりも高い日数）が

年平均約２日増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mg/L 単位：日 単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 当該裸地　残存なし 当該裸地　残存あり 当該裸地　残存なし 当該裸地　残存あり 当該裸地　残存なし 当該裸地　残存あり 当該裸地　残存なし 当該裸地　残存あり

平成7年 519.4 0.2 10.1 113.3 0.2 2.6 116.5 0.2 2.7 平成7年 18 21 平成7年 20 10 10 平成7年 18 21 5 5 3 3 1 1

平成8年 108.0 0.0 5.9 8.6 0.1 1.0 8.8 0.1 1.1 平成8年 17 17 平成8年 13 0 0 平成8年 17 17 9 9 0 0 0 0

平成9年 445.8 0.8 10.6 100.7 0.1 2.9 103.5 0.2 3.0 平成9年 42 49 平成9年 27 6 6 平成9年 42 49 14 22 0 0 0 0

平成10年 502.8 0.0 16.2 128.6 0.3 4.9 132.2 0.3 5.0 平成10年 32 33 平成10年 37 15 16 平成10年 32 33 26 27 12 13 3 4

平成11年 1259.3 0.0 12.4 281.4 0.1 4.2 289.4 0.1 4.3 平成11年 80 83 平成11年 22 9 9 平成11年 80 83 13 13 4 4 2 2

平成12年 310.6 0.0 5.0 65.3 0.1 1.9 67.1 0.1 2.0 平成12年 119 120 平成12年 9 3 3 平成12年 119 120 29 29 5 6 0 0

平成13年 201.0 0.0 8.1 50.3 0.2 1.9 51.7 0.2 1.9 平成13年 46 47 平成13年 22 2 2 平成13年 46 47 8 8 2 2 0 0

平成14年 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 4.2 0.1 0.6 平成14年 72 74 平成14年 9 0 0 平成14年 72 74 10 10 0 0 0 0

平成15年 190.5 0.9 12.1 37.1 0.3 2.8 38.2 0.3 2.9 平成15年 33 35 平成15年 36 4 4 平成15年 33 35 11 11 0 0 0 0

平成16年 523.4 0.0 11.3 100.2 0.2 3.9 102.9 0.2 4.0 平成16年 62 65 平成16年 26 9 10 平成16年 62 65 20 20 13 16 6 6

10ヵ年最大値 1259.3 0.9 16.2 281.4 0.3 4.9 289.4 0.3 5.0 10ヵ年最大値 119 120 10ヵ年最大値 37 15 16 10ヵ年最大値 119 120 29 29 13 16 6 6

10ヵ年最小値 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 4.2 0.1 0.6 10ヵ年最小値 17 17 10ヵ年最小値 9 0 0 10ヵ年最小値 17 17 5 5 0 0 0 0

10ヵ年平均値 410.8 0.2 9.5 88.9 0.2 2.7 91.4 0.2 2.8 10ヵ年平均値 52.1 54.4 10ヵ年平均値 22.1 5.8 6.0 10ヵ年平均値 52.1 54.4 14.5 15.4 3.9 4.4 1.2 1.3

ダム建設前

ダム建設後

当該裸地　残存なし 当該裸地　残存あり

ダム建設前
当該裸地　残存なし 当該裸地　残存あり

ダム建設後 ダム建設後

当該裸地　残存なし 当該裸地　残存あり

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数

表層COD

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 19.3 1.0 2.0 6.5 0.8 2.5 6.6 0.8 2.5

平成8年 9.1 0.8 1.8 5.1 0.6 2.6 5.1 0.6 2.6

平成9年 17.8 1.0 2.2 6.8 1.0 2.8 6.8 1.0 2.8

平成10年 19.3 0.8 2.7 7.4 1.3 3.0 7.5 1.3 3.0

平成11年 31.7 0.4 1.9 9.8 0.9 2.8 9.9 0.9 2.9

平成12年 15.0 0.4 1.5 5.1 0.7 2.7 5.2 0.7 2.7

平成13年 11.8 0.7 2.1 5.4 1.1 2.9 5.5 1.1 2.9

平成14年 6.0 0.4 1.3 5.5 0.8 2.7 5.5 0.9 2.7

平成15年 12.0 0.8 2.5 5.1 1.0 2.9 5.1 1.0 2.9

平成16年 15.5 0.8 2.3 7.0 1.2 3.0 7.1 1.2 3.0

10ヵ年最大値 31.7 1.0 2.7 9.8 1.3 3.0 9.9 1.3 3.0

10ヵ年最小値 6.0 0.4 1.3 5.1 0.6 2.5 5.1 0.6 2.5

10ヵ年平均値 15.8 0.7 2.0 6.4 0.9 2.8 6.4 0.9 2.8

ダム建設前
ダム建設後

負荷量変更前 負荷量変更後

表層TN

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 2.30 0.56 0.70 1.05 0.43 0.62 1.09 0.45 0.65

平成8年 1.47 0.51 0.69 0.81 0.31 0.59 0.84 0.33 0.61

平成9年 2.18 0.57 0.73 1.08 0.35 0.64 1.13 0.38 0.67

平成10年 2.31 0.53 0.80 1.13 0.51 0.69 1.17 0.53 0.72

平成11年 3.23 0.42 0.68 1.28 0.33 0.63 1.33 0.35 0.66

平成12年 1.97 0.43 0.64 0.96 0.27 0.57 0.99 0.29 0.59

平成13年 1.70 0.49 0.72 0.95 0.30 0.62 0.98 0.32 0.65

平成14年 1.18 0.43 0.61 0.72 0.32 0.56 0.75 0.34 0.58

平成15年 1.72 0.52 0.77 0.96 0.45 0.68 0.99 0.47 0.70

平成16年 1.94 0.52 0.75 1.09 0.47 0.66 1.13 0.49 0.69

10ヵ年最大値 3.23 0.57 0.80 1.28 0.51 0.69 1.33 0.53 0.72

10ヵ年最小値 1.18 0.42 0.61 0.72 0.27 0.56 0.75 0.29 0.58

10ヵ年平均値 2.00 0.50 0.71 1.00 0.37 0.63 1.04 0.40 0.65

ダム建設前
ダム建設後

負荷量変更前 負荷量変更後

表層TP

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 0.284 0.024 0.044 0.073 0.013 0.028 0.073 0.013 0.028

平成8年 0.150 0.019 0.042 0.048 0.008 0.025 0.048 0.008 0.025

平成9年 0.265 0.026 0.047 0.071 0.011 0.031 0.071 0.011 0.031

平成10年 0.285 0.021 0.056 0.078 0.016 0.034 0.078 0.016 0.034

平成11年 0.444 0.000 0.041 0.074 0.008 0.029 0.074 0.008 0.029

平成12年 0.229 0.009 0.036 0.063 0.006 0.024 0.063 0.006 0.024

平成13年 0.185 0.015 0.046 0.062 0.008 0.029 0.062 0.008 0.029

平成14年 0.106 0.000 0.034 0.041 0.009 0.022 0.041 0.009 0.022

平成15年 0.189 0.019 0.053 0.064 0.015 0.033 0.064 0.015 0.033

平成16年 0.232 0.020 0.050 0.062 0.012 0.031 0.062 0.012 0.031

10ヵ年最大値 0.444 0.026 0.056 0.078 0.016 0.034 0.078 0.016 0.034

10ヵ年最小値 0.106 0.000 0.034 0.041 0.006 0.022 0.041 0.006 0.022

10ヵ年平均値 0.237 0.015 0.045 0.064 0.010 0.029 0.064 0.010 0.029

ダム建設前
ダム建設後

負荷量変更前 負荷量変更後

表層クロロフィルa

単位：μ g/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 － － － 25.6 0.6 8.7 25.7 0.6 8.7

平成8年 － － － 24.8 0.3 9.1 24.8 0.3 9.1

平成9年 － － － 27.9 0.8 9.3 28.0 0.8 9.3

平成10年 － － － 26.0 1.0 9.6 26.1 1.0 9.6

平成11年 － － － 30.3 0.3 9.1 30.4 0.3 9.1

平成12年 － － － 20.9 0.3 8.4 20.9 0.3 8.4

平成13年 － － － 22.4 1.1 9.7 22.5 1.1 9.7

平成14年 － － － 28.7 0.3 9.8 28.7 0.3 9.8

平成15年 － － － 26.0 0.5 9.7 26.0 0.5 9.7

平成16年 － － － 25.1 0.9 9.8 25.1 0.9 9.8

10ヵ年最大値 － － － 30.3 1.1 9.8 30.4 1.1 9.8

10ヵ年最小値 － － － 20.9 0.3 8.4 20.9 0.3 8.4

10ヵ年平均値 － － － 25.8 0.6 9.3 25.8 0.6 9.3

ダム建設前
ダム建設後

負荷量変更前 負荷量変更後
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2. 検証ダム（比奈知ダム）の再現計算結果 
 

 
 

  次ページ以降に各年の計算結果を示す。 

 

 

  

第６回部会以降、以下の点について変更し、再現性の向上を図った。 

 

濁  度 

【計算条件の変更点】 

・第６回部会では、貯水池内濁度の計算値が全般に高めであったため、放流濁度の低減とのバランスを見ながら、沈降速度を調整（大きい粒径を早く、小さい粒径を遅く）した。 

 

【結 果】 

・平成 22 年は、平常時の放流濁度が小さかったが、今回の条件変更により再現性が向上。 

・平成 23 年は、放流濁度の計算値が小さかったが、今回の条件変更により再現性が向上。 

・平成 24 年は、H24.8.20～H24.9.20 は機器の点検のため、代替機を設置していたが、その際に異常値となったとの見解。シミュレーションには反映しないこととした。 

湖内濁度の再現性にはずれがあるものの、放流濁度の低減状況は概ね再現。  

・平成 25 年は、湖内濁度、放流濁度ともに、概ね再現。 

・平成 26 年は、湖内濁度、放流濁度ともに、濁度値は高めとなっている。 

 

・出水時の濁度の再現計算にあたって、モデルへの入力条件である L-Q 式（貯水池へ流入する濁りを表現）、流量と粒度分布と関係式（流量に応じた粒径変化を表現）等は、各出水で得られた実測データをまと

め、回帰式として作成しており、個別の出水特性を完全には再現できない部分があるが、全体の傾向としてはおおむね再現していると考えられる。 

 

 

底層ＤＯ 

【計算条件の変更点】 

・第６回部会におけるリン溶出速度 0.0005g/m2/日は小さいと考え、0.0023g/m2/日（「湖沼工学」における諏訪湖の値を参照）に変更。 

（参考）平成 16 年度に安威川の耕土を対象にして実施した溶出試験によると、車作地区（4 層）、生保地区（4 層）の平均は、0.00215g/m2/日（30 日間の溶出速度）であり、これと同程度。 

・あわせて、上記のように、リン溶出速度を上げても、再現性を保てるよう、ＤＯ依存率を変更（ＤＯの大小により溶出量が変化する方向に変更）。 

・その他、第６回部会では、深層曝気の稼働にかかわらずＤＯ計算値が下がる一方であったため深層曝気の効果が見えるように再曝気係数を変更。 

また、再現性の確保のため、有機物の分解速度を小さくした。 

 

【結 果】 

・5 年間全体において、底層ＤＯの季節的な変化と深層曝気運転によるＤＯ維持状態の再現性が向上。 

 

 

クロロフィル a 

【計算条件の変更点】 

・全体的に計算値が低めであったので、増殖に係る係数を見直し。 

 

【結 果】 

・5 年間全体において、表層クロロフィル a の再現性が向上。 
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平成２２年の再現計算結果 
比奈知ダム流況  放流濁度（自動観測との比較） 

 

 
 

  

 
 

水温鉛直分布 

（定期観測結果との比較） 

濁度鉛直分布 

（定期観測結果との比較） 

表層水質（COD、TN、TP、クロロフィル a）および底層水質（DO） 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図-1 検証ダム（比奈知ダム）における再現計算結果（平成 22年）  
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資料－11 

平成２３年の再現計算結果 
比奈知ダム流況  放流濁度（自動観測との比較） 

 

 
 

  

 
 

水温鉛直分布 

（定期観測結果との比較） 

濁度鉛直分布 

（7月出水後 自動観測データとの比較） 

表層水質（COD、TN、TP、クロロフィル a）および底層水質（DO） 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

図-2 検証ダム（比奈知ダム）における再現計算結果（平成 23年） 
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資料－12 

平成２４年の再現計算結果 
比奈知ダム流況 

 

濁度鉛直分布 

（9,10月出水後 自動観測データとの比較） 

放流濁度（自動観測との比較） 

 

 

 

 
 

表層水質（COD、TN、TP、クロロフィル a）および底層水質（DO） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 検証ダム（比奈知ダム）における再現計算結果（平成 24年） 
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深層曝気運転（8/9～11/8） 

H24.8.20～H24.9.20は機器の点検のため、代替機を設置していたが、その際に異常値

となったとの見解。シミュレーションには反映しないこととした。 
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平成２４年度 濁度鉛直分布 他の出水状況 

 

（5 月出水） 
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資料－14 

平成２５年の再現計算結果 
比奈知ダム流況 濁度鉛直分布 

（9月出水後 自動観測データとの比較） 

放流濁度（自動観測との比較） 

 
 

 

 

 

 
 

表層水質（COD、TN、TP、クロロフィル a）および底層水質（DO） 

 

 

 

 

 
 

 

水温鉛直分布 

（定期観測結果との比較） 

 

 
 

 

 

 

 

図-4 検証ダム（比奈知ダム）における再現計算結果（平成 25年）  
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平成２６年の再現計算結果 
比奈知ダム流況  放流濁度（自動観測との比較） 

 

 
 

  

 

水温鉛直分布 

（定期観測結果との比較） 

濁度鉛直分布 

（8月出水後 自動観測データとの比較） 

表層水質（COD、TN、TP、クロロフィル a）および底層水質（DO） 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図-5 検証ダム（比奈知ダム）における再現計算結果（平成 26年） 
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平成２６年の再現計算結果 
比奈知ダム流況  放流濁度（自動観測との比較） 

 

 
 

  

 

水温鉛直分布 

（定期観測結果との比較） 

濁度鉛直分布 

（8月出水後 自動観測データとの比較） 

表層水質（COD、TN、TP、クロロフィル a）および底層水質（DO） 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図-5 検証ダム（比奈知ダム）における再現計算結果（平成 26年） 
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3 安威川ダムの水質予測計算 
3.1 安威川ダム建設事業の概要 

 

 

 

  

○安威川ダムは、淀川水系安威川の大阪府茨木市大字生保、大門寺地先に建設する多目的ダム。 

ロックフィルダムとして高さ７６．５ｍ、総貯水容量１，８００万ｍ3で洪水調節を行うとともに、既得取水の安定化及び河川環境の保全のための流量を確保する。 

1. 洪水調節 

 ダム地点の計画高水流量８５０ｍ3/sのうち、６９０ｍ3/sの洪水調節を行い、安威川沿川地域の水害を防ぐ。 

2. 既得取水の安定化及び河川環境の保全 

 安威川ダム地点下流の安威川沿川の既得用水の安定した取水や河川環境の保全を図る。 

図 3-1 計画高水流量配分図 

図 3-2 安威川ダム貯水容量配分図 

表 3-1 安威川ダム諸元 

図 3-3 安威川ダム全体計画図 
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3.2 安威川ダムの予測条件 
 

 
 

表 3-2 安威川ダムの予測条件 

 安威川ダムの予測条件 考え方 検証ダムの考え方との相違 

再現対象期間 平成 7年～平成 16年の 10年間を対象に行う。 水質予測にあたっては、さまざまな条件下で水温や水質の変化を評価す

るため、10ヵ年程度の長期的な予測を行う。 

検証ダムと同様の考え方 

流量条件 
上記 10年間の流量条件は、流量が比較的大きい年（平成 11年等）から

小さい年（平成 12年、14年等）まで幅広く含んでいる。 

貯水池形状 

既往検討と同じ鉛直二次元メッシュを用いる。 横断方向に比べて流下方向が長い形状を持ち、また鉛直方向に水質・水

温変化が想定されることから、貯水池内を流下方向（100m間隔）および

鉛直方向（深さ方向）（1m間隔）に分割し、鉛直二次元モデルで表現す

る。 

検証ダムと同様の考え方 

放流条件 

利水計算結果による利水放流分を選択取水設備（取水範囲 EL.85.0m～

EL.99.4m）より取水し、余剰分を洪水吐（EL.99.4m）より越流放流する。 

選択取水設備の最大放流量は 1.088m3/sである。 

既往検討では水道用水を一定放流していたが、今回、フラッシュ放流と

して、全量、専用管（EL.85.0m）にて放流する。 

放流水の SS、水温、水質予測結果は、各取水・放流設備に対応する放流

水質を、取水・放流量に応じて加重平均して算出する。 

検証ダムと同様の考え方 

流入水質 

平常時および出水時の水質調査に基づき、流量と負荷量の関係式（LQ式）

により与える。平成 6年～平成 18年のデータに平成 28年 3月までのデ

ータを追加する。 

LQ式はデータ数が重要であること、および、水質レベルの大きな変化は

みられないことから、平成 28 年 3 月までのデータを追加する。安威川

ダムの LQ式は、平常時、出水時を通して 1本の相関式で表現する。 

検証ダムでは平常時と出水時で傾向が異なるため相

関式を分けた。 

 

また、COD、O-N、O-P の懸濁態の成分は、濁質に付着して流入するもの

とする。 

検証ダムと同様の考え方 

流入濁水の粒

度分布 

安威川ダムの出水時の濁水中の粒度分布データに基づき、流量により変

化する粒径別割合を考慮する。調査を実施した平成 18 年以降の結果を

使用する。 

平成 18 年以降の出水時の採水試料による濁水中の粒度分布（沈降筒に

よる沈降試験から算出）を採水時の流量と関係づけて、流量により変化

する粒径別割合を考慮する。 

検証ダムと同様の考え方 

（ただし、検証ダムでは沈降試験は実施していない） 

貯水池内における濁質は、粒径毎に Stokes の式により沈降するものと

する（ただし、Stokes式は濁質を球形と仮定したものであるため、検証

ダムにおける再現計算を通じて沈降速度等を調整）。 

検証ダムと同様の考え方 

 

流入水温 
大阪管区気象台の 3日平均気温（後述の補正後）と平常時の流入水温の

関係式を作成し、これをもとに与える。 

流入水温は、当日を含めた前 3日間の平均気温と関連性が高いと考え、

これらの関係式より与える。 

検証ダムと同様の考え方 

気象条件 
大阪管区気象台データに基づき、気温、風速、湿度、日射量、雲量を与

える。気温は近傍の高槻市役所観測データにより補正を行う。 

予測に必要な項目が揃っている地点として大阪管区気象台データを基

本に用いる。 

検証ダムではダム地点の観測データを基本とした 

水質保全対策 

水質予測計算の結果に応じて、選択取水設備の運用検討、分画フェンス

および浅層曝気装置の設置・運用検討を行う。 

 

選択取水設備、分画フェンスおよび浅層曝気は鉛直二次元モデルでその

効果を定量的に予測可能である。 

検証ダムでは深層曝気装置もモデル化 

                 

 

 

 

 

  

○安威川ダムの予測計算を行うため、表 5-12 に示す条件を用いて、安威川ダム貯水池内および放流水の濁り、水温、水質の予測計算を行った。 
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図 3-4 安威川ダム予測計算における放流条件 
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・流入量および放流量は、利水計算における安威川ダムの日

データを用いる。 

ただし、出水時（日流入量 20m3/s 以上とする）は時間デ

ータを作成した。 

・出水時の流入量は、利水計算値における日合計流入量を、

桑原橋地点の時間流量観測データの変動率を用いて時間

配分して作成した。 

・出水時の放流量は、不特定利水容量については一定放流と

し、余剰分については桑原橋地点の時間流量観測データの

変動率を用いて時間配分して作成した。 

・フラッシュ放流の実施日は、フラッシュ放流計画を反映し

た利水計算結果に基づいた。 

・フラッシュ放流時の時間放流量は、環境改善放流波形（本

資料 p.6）に基づき作成した。フラッシュ放流期間中の流

量の割り振りは、予測段階では、フラッシュ放流時は、全

量専用管（EL.85.0m）とする。 

※上図は日データで表記 
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・流入水温は、3日間平均気温とダム流入河川の観測水温との関係より設定し、流入河川別に与える。 

これらは、既往検討と同様であり、時点更新を行った（平成 6 年 5月～平成 28年 3月の定期調査結果を使用） 

図 3-6 安威川ダム予測計算における流入水温算出式 

（フラッシュ放流なし） 

（フラッシュ放流あり） 
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図 3-5 出水時およびフラッシュ放流時の時間データの作成（平成 16年の例） 

出水時は時間データを与える 

（H16.10.20～22の放流量の例） 

フラッシュ放流時は時間データを与える 

（H16.4.1の放流量の例） 

・水質予測にあたっては、さまざまな条件下で水温や水質の変化を評価する

ため、10 ヵ年程度の長期的な予測を行う。 

・安威川ダムにおいて利水計算を実施している昭和 60 年～平成 22年におけ

る流況を整理した結果、流量が比較的大きい年（平成 11 年等）から小さ

い年（平成 12 年、14年等）まで幅広く含む期間として、平成 7 年～平成

16 年の 10年間を予測対象期間として選定した。 

表 3-3 安威川ダム 予測対象年の選定 

年

S60 12 40.64 9 1.67 12 0.82 14 0.49 14 0.27 9 0.27 10 1.90
S61 3 84.69 12 1.50 21 0.51 22 0.31 9 0.31 6 0.31 14 1.71
S62 21 16.52 16 1.34 16 0.78 11 0.56 11 0.28 15 0.19 17 1.46
S63 10 44.36 25 0.69 26 0.32 26 0.20 22 0.16 17 0.16 20 1.28
H1 9 52.06 4 2.27 3 1.24 1 0.95 17 0.24 17 0.16 3 2.39

H2 19 18.73 7 1.75 8 0.99 8 0.61 22 0.16 22 0.11 11 1.89
H3 16 26.87 5 2.05 6 1.02 12 0.54 16 0.25 17 0.16 6 2.11
H4 18 20.28 10 1.56 11 0.83 7 0.63 3 0.51 1 0.44 16 1.50
H5 2 105.32 1 2.81 1 1.47 2 0.90 4 0.47 5 0.33 1 3.89

H6 24 10.17 20 1.01 17 0.66 15 0.45 20 0.18 21 0.12 24 0.85
H7 4 66.43 18 1.25 14 0.79 13 0.50 7 0.39 3 0.38 12 1.88
H8 20 17.32 14 1.40 12 0.82 16 0.43 17 0.24 11 0.24 18 1.32
H9 7 58.04 13 1.42 9 0.88 6 0.64 2 0.53 2 0.39 8 2.02
H10 5 65.03 2 2.43 2 1.36 3 0.88 1 0.54 8 0.28 2 2.92
H11 1 146.89 19 1.04 19 0.55 21 0.33 20 0.18 24 0.06 7 2.08
H12 11 42.50 21 0.86 18 0.56 18 0.40 25 0.13 23 0.08 21 1.07
H13 14 28.79 11 1.53 7 1.01 8 0.61 10 0.29 15 0.19 15 1.69
H14 25 8.38 24 0.72 24 0.39 23 0.30 19 0.21 24 0.06 25 0.82
H15 15 27.98 3 2.28 4 1.23 4 0.80 8 0.34 10 0.26 4 2.36
H16 6 61.48 6 1.85 5 1.05 5 0.71 6 0.42 6 0.31 5 2.16

H17 26 7.68 26 0.61 23 0.45 19 0.38 11 0.28 12 0.23 26 0.59
H18 8 53.78 17 1.32 20 0.54 25 0.26 22 0.16 17 0.16 13 1.74
H19 22 15.82 23 0.83 22 0.46 20 0.36 14 0.27 14 0.21 23 0.98
H20 23 11.89 15 1.35 10 0.84 10 0.58 5 0.46 4 0.36 19 1.31
H21 17 25.34 21 0.86 24 0.39 24 0.28 26 0.11 24 0.06 22 1.05
H22 13 34.82 8 1.69 14 0.79 16 0.43 11 0.28 12 0.23 9 1.91

最大 146.89 2.81 1.47 0.95 0.54 0.44 3.89

最小 7.68 0.61 0.32 0.20 0.11 0.06 0.59

平均 41.99 1.47 0.80 0.52 0.29 0.22 1.73

：S60～H22における上位1位～3位
：S60～H22における下位1位～3位

最小流量 年平均流量最大流量
豊水量
(95日)

平水量
(185日)

低水量
(275日)

渇水量
(355日)
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図 3-7(1) 安威川ダム利水計算結果による流入量・放流量・貯水位（時間データ）（平成 7年～平成 11年） 

  

（フラッシュ放流なし）                                              （フラッシュ放流あり） 
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図 3-7(2) 安威川ダム利水計算結果による流入量・放流量・貯水位（時間データ）（平成 12年～平成 16年） 

  

（フラッシュ放流なし）                                              （フラッシュ放流あり） 
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図 3-8 安威川ダム予測計算における流入水質（LQ式） 

・安威川ダム流入水質は、ダム流入河川の定期調査および出水時調査における観測水質と流量の関係を L-Q式として示し、これにより設定する（既往検討と同様）。今回、時点更新を行った。 

・L-Q 式作成に使用する観測データは、L-Q式は物理的モデルではなく統計的モデルであるためデータ数が重要であること、および、水質レベルの大きな変化はみられないことから、平成 6 年 5 月～平成 28年 3 月の 22 年間とした。 

ただし、窒素、リンは形態別に L-Q 式を作成するため、形態別の実測データのある平成 18年 4月～平成 28年 3月とする。また、大岩川は付替工事等により、出水時の調査を実施していないため、更新対象外とする。 

（SS）                              （無機態窒素）                            （無機態リン） 

（COD）                              （有機態窒素）                            （有機態リン） 

赤：今回更新（H6.5～H28.3）※ 

水色：既往検討（H6.5～H18.12） 
 

※ただし I-N、O-N、I-P、O-Pは H18.4

～H28.3 

（大岩川は赤と水色は一致） 
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（コールターカウンター法）

代表粒径（安威川上流端）
代表粒径（μ m） 割合(%)

1.6 ～ 2.7 2.1 4.0
2.7 ～ 4.8 3.6 5.0
4.8 ～ 10.7 7.2 9.0

10.7 ～ 29.0 17.7 36.0
29.0 ～ 200.0 76.2 46.0
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平成18年度③ -2
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平成20年度① -1
平成20年度② -1
平成20年度③ -1
平成21年度① -1
平成21年度① -2
平成21年度① -3
平成21年度② -1
平成21年度② -2
平成21年度② -3
平成21年度③ -1
平成21年度③ -2
平成21年度③ -3
平成22年度① -1
平成22年度① -2
平成22年度① -3
平成22年度② -1
平成22年度② -2
平成22年度② -3
平成23年度① -1
平成23年度① -2
平成23年度① -3
平成23年度② -1
平成23年度② -2
平成23年度② -3
平成24年度 -1
平成24年度 -2
平成24年度 -3
平成25年度① -1
平成25年度① -2
平成25年度① -3
平成25年度② -1
平成25年度② -2
平成25年度② -3
平成26年度① -1
平成26年度① -2
平成26年度① -3
平成26年度② -1
平成26年度② -2
平成26年度② -3
沈降試験による平均（棄却後）
レーザー法による平均（棄却後）
代表粒径設定（案）

下音羽川下流

（沈降試験から算出）

代表粒径（下音羽川下流）
代表粒径（μ m） 割合(%)

1.6 ～ 2.7 2.1 4.0
2.7 ～ 4.8 3.6 4.0
4.8 ～ 10.7 7.2 6.0

10.7 ～ 29.0 17.7 37.0
29.0 ～ 200.0 76.2 49.0
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（コールターカウンター法による粒度分布） 

（平成 18～26年度の出水時に実施した沈降試験結果から算出した粒度分布） （流量に応じた割合の変化を考慮） 
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（注）大岩川は、安威川上流端

と下音羽川下流の流域面

積按分によりあわせて関

係式を作成した。 

大岩川 

下音羽川 

安威川 

・安威川上流端、下音羽川下流では、出水時調査の採水試料を用いて、レー

ザー法（平成 18 年度～平成 20 年度、平成 26 年度）とコールターカウン

ター法（平成 21年度～平成 25 年度）で粒度分布の計測を行っている。 

レーザー法の方がより幅広い粒径でのデータを取得できている。 

（レーザー法による粒度分布） 

図 3-9 安威川ダム予測計算における流入濁水の粒度分布の設定 

・また、安威川上流端および下音羽川下流では、平成 18 年度以降に出

水時調査の採水試料を用いた沈降筒による沈降試験が実施されてお

り、粒度分布を逆算することができる。 

・沈降試験結果から算出した粒度分布とレーザー法による粒度分布で

は、平均でみて差があるものの、レーザー法による粒度分布よりも

サンプル数が確保できることから、沈降試験結果から算出した粒度

分布を使用することを基本とする。 

・粒度分布は、出水規模により異なる場合がある（他ダムの事例をみ

ると、流量増にともない大きな粒径の占める割合が高くなる）。 

・安威川上流端および下音羽川下流においても、同様の傾向がみられ

るため、流量と粒径割合の関係により、流量によって割合を変える

ものとする。 

・なお、大岩川は、安威川上流端と下音羽川下流の流域面積按分によ

り関係式を作成した。 
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3.3 安威川ダムの水質予測計算結果 
（1）ダム完成後（保全対策なし）の予測結果 

 
 

 

■第 6回部会からの変更点 

 

 ○富栄養化項目 

  ・気象データ（日射量等）は日データで与えていたのを時間データを与える形に修正した。 

   その結果、実測データに基づく昼・夜の差を表現することにより、過剰な藻類増殖（クロロフィル a）を解消した。 

  ・その他、比奈知ダムのクロロフィル a再現見直しを反映した。 

   その結果、貯水池内での表層 COD、TN、TP、クロロフィル aは、若干過小であるものの、既往検討の値と同様となった。 

 

 ○底層 DO 

  ・底泥の DO消費速度を 0にした場合でも、DO低下がいくらか生じるので、有機物の分解による DO消費も、影響していることが分かった。 

  ・そのため、有機物の分解に伴う DO消費量を小さくすることを目的に、有機物分解速度も小さくした（比奈知ダム再現計算にも反映）。 

     

（感度解析） 

・リン溶出速度を変更した場合（0.0366g/m2/日 諏訪湖設定範囲最大値）についても予測計算を行った。 

     計算結果によると、表層クロロフィル a、底層 DO等への影響はわずかであった。 

 

 

 

 

 

  

○予測計算は、貯水池内（表層・中層・底層）、ダム放流水、下流河川（茨木川合流前、千歳橋、宮鳥橋、大正川合流直前）について行った。 

○安威川ダムにおける平成 7年～平成 16年の 10年間の流量条件による水質予測の結果、濁水長期化、温水放流、富栄養化による環境影響が懸念される。 

また、フラッシュ放流ありの場合、一時的な冷水放流による環境影響が懸念される。  
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表層 COD 

・安威川ダム貯水池における表層 COD濃度は、平均的には、環境基準湖沼 A 類型（3mg/L以下）程度と予測される。 

（既往検討 平均 3.0 今回平均 2.8（フラッシュなし）） 

  ※基準値：環境基準湖沼 A類型（3mg/L以下） 

安威川ダム表層 COD予測結果（対策なし） 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 19.3 1.0 2.0 6.4 0.8 2.5 6.5 0.8 2.5

平成8年 9.1 0.8 1.8 5.2 0.6 2.6 5.1 0.6 2.6

平成9年 17.8 1.0 2.2 6.8 1.0 2.8 6.8 1.0 2.8

平成10年 19.3 0.8 2.7 7.4 1.3 3.1 7.4 1.3 3.0

平成11年 31.7 0.4 1.9 9.8 0.9 2.8 9.8 0.9 2.8

平成12年 15.0 0.4 1.5 5.1 0.7 2.7 5.1 0.7 2.7

平成13年 11.8 0.7 2.1 5.5 1.1 2.9 5.4 1.1 2.9

平成14年 6.0 0.4 1.3 5.5 0.8 2.7 5.5 0.8 2.7

平成15年 12.0 0.8 2.5 5.1 0.9 2.9 5.1 1.0 2.9

平成16年 15.5 0.8 2.3 7.0 1.2 3.1 7.0 1.2 3.0

10ヵ年最大値 31.7 1.0 2.7 9.8 1.3 3.1 9.8 1.3 3.0

10ヵ年最小値 6.0 0.4 1.3 5.1 0.6 2.5 5.1 0.6 2.5

10ヵ年平均値 15.8 0.7 2.0 6.4 0.9 2.8 6.4 0.9 2.8

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり
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安威川ダム表層 TP予測結果（対策なし） 

 

  

表層 TP 

・安威川ダム貯水池における表層 TP濃度は、平均的には、0.029mg/Lと予測される。 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 0.284 0.024 0.044 0.073 0.013 0.028 0.073 0.013 0.028

平成8年 0.150 0.019 0.042 0.048 0.008 0.025 0.048 0.008 0.025

平成9年 0.265 0.026 0.047 0.071 0.011 0.031 0.071 0.011 0.031

平成10年 0.285 0.021 0.056 0.077 0.017 0.034 0.078 0.016 0.034

平成11年 0.444 0.000 0.041 0.074 0.008 0.029 0.074 0.008 0.029

平成12年 0.229 0.009 0.036 0.063 0.007 0.024 0.063 0.006 0.024

平成13年 0.185 0.015 0.046 0.063 0.008 0.029 0.062 0.008 0.029

平成14年 0.106 0.000 0.034 0.041 0.010 0.022 0.041 0.009 0.022

平成15年 0.189 0.019 0.053 0.064 0.015 0.033 0.064 0.015 0.033

平成16年 0.232 0.020 0.050 0.062 0.012 0.031 0.062 0.012 0.031

10ヵ年最大値 0.444 0.026 0.056 0.077 0.017 0.034 0.078 0.016 0.034

10ヵ年最小値 0.106 0.000 0.034 0.041 0.007 0.022 0.041 0.006 0.022

10ヵ年平均値 0.237 0.015 0.045 0.064 0.011 0.029 0.064 0.010 0.029

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり
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表層クロロフィル a 

・安威川ダム貯水池における表層クロロフィル a 濃度は、OECD の富栄養化の目安である 25μg/l を 10年中 8 年で超過し、富栄養化現象の発生が懸念される。 

（既往検討 平均 11.4 今回平均 9.6（フラッシュなし）） 
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  ※目安値：OECDの富栄養化基準（年最大クロロフィル a 25μg/L） 

安威川ダム表層クロロフィル a予測結果（対策なし） 

単位：μ g/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 － － － 25.8 0.5 8.8 25.6 0.6 8.7

平成8年 － － － 26.2 0.3 9.6 24.8 0.3 9.1

平成9年 － － － 28.3 0.7 9.5 27.9 0.8 9.3

平成10年 － － － 27.0 1.0 10.0 26.0 1.0 9.6

平成11年 － － － 29.6 0.4 9.3 30.3 0.3 9.1

平成12年 － － － 21.5 0.4 8.9 20.9 0.3 8.4

平成13年 － － － 24.2 1.1 9.9 22.4 1.1 9.7

平成14年 － － － 28.9 0.4 10.2 28.7 0.3 9.8

平成15年 － － － 26.4 0.5 9.7 26.0 0.5 9.7

平成16年 － － － 25.4 1.0 10.2 25.1 0.9 9.8

10ヵ年最大値 － － － 29.6 1.1 10.2 30.3 1.1 9.8

10ヵ年最小値 － － － 21.5 0.3 8.8 20.9 0.3 8.4

10ヵ年平均値 － － － 26.3 0.6 9.6 25.8 0.6 9.3

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり
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底層 DO 

・安威川ダム貯水池における底層 DO（ダムサイト最下層 1m）について、夏季の循環期に DOが低下するものの、秋季から冬季の循環期には回復する。 
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安威川ダム底層 DO予測結果（対策なし） 
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放流水温 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、とくに夏期から秋期にかけて温水放流が懸念される。 

（既往検討と概ね合致）（既往検討 平均 170日 今回平均 147日（フラッシュなし）、149 日（フラッシュ放流あり）） 

・フラッシュ放流ありの場合、一時的な冷水放流による環境影響が懸念される。 
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安威川ダム放流水温予測結果（対策なし） 

 ※フラッシュ放流なし・・選択取水設備および常用洪水吐からの放流水温 

  フラッシュ放流あり・・フラッシュ放流実施時はフラッシュ放流専用管からの放流水温 

  ダムなし・・・・・・・モデルに与えた流入水温（気温-水温関係式より作成）と等しい 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 26.1 3.4 14.4 28.9 5.2 15.7 29.0 5.2 15.6

平成8年 25.5 3.0 14.1 29.4 4.1 15.4 29.4 4.2 15.3

平成9年 25.3 3.7 14.5 27.3 5.4 16.1 27.3 5.5 16.1

平成10年 25.9 3.6 15.4 28.5 5.6 16.9 28.7 5.6 16.8

平成11年 25.5 3.0 14.9 28.6 6.2 17.2 28.6 6.2 17.1

平成12年 25.7 3.5 14.9 29.2 6.1 17.1 29.2 6.1 17.0

平成13年 26.3 2.5 14.8 30.1 5.3 16.8 30.0 5.3 16.8

平成14年 25.9 4.6 14.9 30.0 6.8 17.4 30.1 6.7 17.3

平成15年 25.4 3.0 14.6 27.9 5.7 16.3 27.9 5.7 16.3

平成16年 25.5 3.1 15.4 29.4 6.1 17.4 29.6 6.1 17.3

10ヵ年最大値 26.3 4.6 15.4 30.1 6.8 17.4 30.1 6.7 17.3

10ヵ年最小値 25.3 2.5 14.1 27.3 4.1 15.4 27.3 4.2 15.3

10ヵ年平均値 25.7 3.3 14.8 28.9 5.7 16.6 29.0 5.7 16.6

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり

単位　日数：日　差：℃

温水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 82 3.2 1.2 83 3.3 1.2

平成8年 64 3.9 1.1 71 3.9 1.1

平成9年 106 2.2 0.8 109 2.2 0.7

平成10年 162 3.0 1.1 159 3.2 1.1

平成11年 197 4.0 1.6 198 3.8 1.6

平成12年 211 3.8 1.1 211 3.5 1.2

平成13年 145 4.2 1.5 149 4.2 1.5

平成14年 183 4.7 1.5 190 4.7 1.5

平成15年 116 3.7 1.2 114 3.7 1.2

平成16年 206 4.1 1.5 207 4.2 1.5

10ヵ年最大値 211 4.7 1.6 211 4.7 1.6

10ヵ年最小値 64 2.2 0.8 71 2.2 0.7

10ヵ年平均値 147.2 3.7 1.3 149.1 3.7 1.3

ダム建設後

フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり

単位　日数：日　差：℃

冷水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 0 0.0 3 -2.6 -2.1

平成8年 4 -0.3 -0.2 9 -9.8 -3.3

平成9年 2 -1.6 -0.9 4 -2.4 -1.3

平成10年 0 0.0 2 -2.9 -1.7

平成11年 0 0.0 3 -6.0 -2.8

平成12年 0 0.0 7 -7.3 -4.9

平成13年 0 0.0 4 -7.5 -4.0

平成14年 0 0.0 3 -7.5 -5.0

平成15年 0 0.0 1 -0.7 -0.7

平成16年 0 0.0 4 -5.6 -3.8

10ヵ年最大値 4 0.0 9 -0.7 -0.7

10ヵ年最小値 0 -1.6 1 -9.8 -5.0

10ヵ年平均値 0.6 -0.2 4.0 -5.2 -3.0

ダム建設後

フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり
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放流 SS 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、環境基準河川 A類型（25mg/L以下）を満たさないのは年平均 5.8 日程度と予測された。 

出水後に濁水放流（ダムなしと比較して高い放流 SS）となる日数は、年平均 52日程度と予測された（うち、25mg/L 以上となるのは年平均 1日である）。 

（既往検討と概ね合致）（既往検討 平均 49 日 今回平均 52日（フラッシュなし・あり））。 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 519.4 0.2 10.1 113.2 0.2 2.6 113.3 0.2 2.6

平成8年 108.0 0.0 5.9 9.6 0.1 1.0 8.6 0.1 1.0

平成9年 445.8 0.8 10.6 100.4 0.2 2.9 100.7 0.1 2.9

平成10年 502.8 0.0 16.2 128.1 0.3 4.9 128.6 0.3 4.9

平成11年 1259.3 0.0 12.4 280.8 0.1 4.1 281.4 0.1 4.2

平成12年 310.6 0.0 5.0 65.8 0.1 1.9 65.3 0.1 1.9

平成13年 201.0 0.0 8.1 50.1 0.2 1.9 50.3 0.2 1.9

平成14年 47.1 0.0 3.3 4.0 0.1 0.6 4.1 0.1 0.6

平成15年 190.5 0.9 12.1 37.1 0.3 2.8 37.1 0.3 2.8

平成16年 523.4 0.0 11.3 100.0 0.2 3.9 100.2 0.2 3.9

10ヵ年最大値 1259.3 0.9 16.2 280.8 0.3 4.9 281.4 0.3 4.9

10ヵ年最小値 47.1 0.0 3.3 4.0 0.1 0.6 4.1 0.1 0.6

10ヵ年平均値 410.8 0.2 9.5 88.9 0.2 2.7 88.9 0.2 2.7

ダム建設前
フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり

ダム建設後

単位：日

濁水長期化日数

平成7年 18 18

平成8年 18 17

平成9年 44 42

平成10年 32 32

平成11年 83 80

平成12年 116 119

平成13年 45 46

平成14年 70 72

平成15年 35 33

平成16年 61 62

10ヵ年最大値 116 119

10ヵ年最小値 18 17

10ヵ年平均値 52.2 52.1

ダム建設後

フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり

単位：日

SS25mg/L超過日数

平成7年 20 10 10

平成8年 13 0 0

平成9年 27 6 6

平成10年 37 16 15

平成11年 22 8 9

平成12年 9 2 3

平成13年 22 2 2

平成14年 9 0 0

平成15年 36 4 4

平成16年 26 10 9

10ヵ年最大値 37 16 15

10ヵ年最小値 9 0 0

10ヵ年平均値 22.1 5.8 5.8

ダム建設前

ダム建設後

フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり

安威川ダム放流 SS予測結果（対策なし） 
 ※フラッシュ放流なし・・選択取水設備および常用洪水吐からの放流 SS 

  フラッシュ放流あり・・フラッシュ放流実施時はフラッシュ放流専用管からの放流 SS 

  ダムなし・・・・・・・モデルに与えた流入 SS（LQ式より作成）と等しい 

 ※基準値：環境基準河川 A類型（25mg/L以下） 

単位：日

フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり

平成7年 18 18 5 5 3 3 1 1

平成8年 18 17 9 9 0 0 0 0

平成9年 44 42 14 14 0 0 0 0

平成10年 32 32 27 26 13 12 4 3

平成11年 83 80 13 13 4 4 2 2

平成12年 116 119 36 29 4 5 0 0

平成13年 45 46 8 8 2 2 0 0

平成14年 70 72 10 10 0 0 0 0

平成15年 35 33 11 11 0 0 0 0

平成16年 61 62 20 20 15 13 7 6

10ヵ年最大値 116 119 36 29 15 13 7 6

10ヵ年最小値 18 17 5 5 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.2 52.1 15.3 14.5 4.1 3.9 1.4 1.2

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数
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放流 BOD 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、安威川ダム放流水の BOD は平均 1.0mg/L（フラッシュなし・あり）と予測された。 

安威川ダム放流 BOD予測結果（対策なし） 
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 ※フラッシュ放流なし・・選択取水設備および常用洪水吐からの放流 BOD 

  フラッシュ放流あり・・フラッシュ放流実施時はフラッシュ放流専用管からの放流 BOD 

  ダムなし・・・・・・・モデルに与えた流入 BOD（CODの LQ式より作成したのち BODに換算）と等しい 

 ※BODは CODから換算して算出（換算式は比奈知ダム放流水における BOD-COD関係式）。 

 ※基準値：環境基準河川 A類型（2mg/L以下） 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.8 0.5 0.8 2.0 0.4 0.9 2.0 0.4 0.9

平成8年 2.8 0.4 0.7 1.6 0.4 0.9 1.5 0.4 0.9

平成9年 5.3 0.5 0.8 2.0 0.5 1.0 2.0 0.5 1.0

平成10年 5.8 0.4 1.0 2.3 0.6 1.0 2.3 0.6 1.0

平成11年 9.3 0.3 0.7 2.9 0.5 1.0 2.9 0.5 1.0

平成12年 4.5 0.3 0.6 1.6 0.4 1.0 1.6 0.4 0.9

平成13年 3.6 0.4 0.8 1.7 0.5 1.0 1.7 0.5 1.0

平成14年 1.9 0.3 0.6 1.7 0.4 1.0 1.7 0.4 0.9

平成15年 3.7 0.4 0.9 1.7 0.5 1.0 1.7 0.5 1.0

平成16年 4.7 0.4 0.9 2.3 0.6 1.1 2.3 0.6 1.0

10ヵ年最大値 9.3 0.5 1.0 2.9 0.6 1.1 2.9 0.6 1.0

10ヵ年最小値 1.9 0.3 0.6 1.6 0.4 0.9 1.5 0.4 0.9

10ヵ年平均値 4.7 0.4 0.8 2.0 0.5 1.0 2.0 0.5 1.0

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュ放流なし フラッシュ放流あり
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下流河川水温（茨木川合流前） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、とくに夏期から秋期にかけて温水（ダムなしの茨木川合流前水温 10年変動幅を上回る場合を温水と定義）となる。 

（年平均 149日（フラッシュなし）、150日（フラッシュ放流あり）） 

・フラッシュ放流ありの場合、一時的な冷水（ダムなしの茨木川合流前水温 10年変動幅を下回る場合を冷水と定義）は、年平均 3.9日であり、流下過程において水温変化は軽減している。 
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茨木川合流前

水温
平成16年

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 25.5 3.4 14.1 28.3 5.1 15.3 28.4 5.1 15.3

平成8年 25.0 2.9 13.9 28.7 4.0 15.0 28.7 4.1 15.0

平成9年 24.9 3.7 14.2 26.7 5.3 15.7 26.7 5.3 15.7

平成10年 25.4 3.5 15.1 27.9 5.5 16.5 28.1 5.5 16.4

平成11年 25.0 3.0 14.7 27.9 6.0 16.8 27.9 6.0 16.7

平成12年 25.4 3.4 14.6 28.5 5.9 16.7 28.5 5.9 16.6

平成13年 25.9 2.5 14.5 29.3 5.2 16.4 29.3 5.2 16.4

平成14年 25.4 4.4 14.7 29.2 6.6 16.9 29.3 6.3 16.9

平成15年 24.9 2.9 14.3 27.2 5.5 15.9 27.2 5.6 15.9

平成16年 25.1 3.1 15.1 28.7 6.0 17.0 28.9 5.9 17.0

10ヵ年最大値 25.9 4.4 15.1 29.3 6.6 17.0 29.3 6.3 17.0

10ヵ年最小値 24.9 2.5 13.9 26.7 4.0 15.0 26.7 4.1 15.0

10ヵ年平均値 25.3 3.3 14.5 28.3 5.5 16.2 28.3 5.5 16.2

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位　日数：日　差：℃

温水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 80 2.9 1.3 80 3.0 1.3

平成8年 63 3.4 1.2 69 3.5 1.1

平成9年 108 2.1 0.8 110 2.2 0.8

平成10年 160 2.8 1.1 157 3.0 1.1

平成11年 198 3.8 1.5 198 3.8 1.5

平成12年 212 3.5 1.1 215 3.3 1.2

平成13年 144 3.8 1.5 151 3.7 1.5

平成14年 193 4.2 1.4 194 4.2 1.4

平成15年 120 3.5 1.2 119 3.4 1.2

平成16年 211 4.0 1.4 208 4.0 1.4

10ヵ年最大値 212 4.2 1.5 215 4.2 1.5

10ヵ年最小値 63 2.1 0.8 69 2.2 0.8

10ヵ年平均値 148.9 3.4 1.3 150.1 3.4 1.3

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位　日数：日　差：℃

冷水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 0 0.0 3 -2.4 -1.9

平成8年 4 -0.4 -0.3 9 -9.4 -3.2

平成9年 2 -1.6 -0.9 4 -2.1 -1.1

平成10年 0 0.0 2 -2.7 -1.6

平成11年 0 0.0 3 -5.9 -2.6

平成12年 0 0.0 7 -6.8 -4.5

平成13年 0 0.0 4 -7.1 -3.8

平成14年 0 0.0 3 -7.1 -4.7

平成15年 0 0.0 1 -0.5 -0.5

平成16年 0 0.0 3 -5.4 -4.7

10ヵ年最大値 4 0.0 -0.3 9 -0.5 -0.5

10ヵ年最小値 0 -1.6 -0.9 1 -9.4 -4.7

10ヵ年平均値 0.6 -0.2 -0.6 3.9 -4.9 -2.9

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

下流河川水温予測結果（対策なし）（茨木川合流前） 
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下流河川 SS（茨木川合流前） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、環境基準河川 A類型（25mg/L以下）を満たさないのは年平均 6日程度と予測された。 

濁水放流（ダムなしと比較して高い SS）となる日数は、年平均 52 日程度と予測された（うち、25mg/L 以上であるのは年平均 1日程度である）。 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 514.5 0.3 9.9 126.3 0.2 2.8 126.5 0.2 2.8

平成8年 105.7 0.1 5.7 9.4 0.2 1.1 8.4 0.2 1.1

平成9年 440.8 0.9 10.3 110.7 0.2 3.0 111.0 0.2 3.0

平成10年 498.1 0.1 15.7 136.2 0.3 5.0 137.0 0.3 5.0

平成11年 1264.4 0.0 12.2 329.5 0.1 4.4 330.1 0.1 4.4

平成12年 305.9 0.1 4.9 72.0 0.1 1.9 71.6 0.1 2.0

平成13年 197.1 0.1 7.8 52.9 0.2 1.9 53.1 0.2 2.0

平成14年 45.7 0.1 3.2 4.3 0.2 0.7 4.4 0.2 0.7

平成15年 186.9 1.0 11.8 39.8 0.3 2.9 39.8 0.4 2.9

平成16年 516.3 0.1 11.0 100.8 0.3 3.9 100.9 0.3 4.0

10ヵ年最大値 1264.4 1.0 15.7 329.5 0.3 5.0 330.1 0.4 5.0

10ヵ年最小値 45.7 0.0 3.2 4.3 0.1 0.7 4.4 0.1 0.7

10ヵ年平均値 407.5 0.3 9.3 98.2 0.2 2.8 98.3 0.2 2.8

ダム建設前
フラッシュなし フラッシュあり

ダム建設後

単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

平成7年 18 18 平成7年 19 10 10

平成8年 18 17 平成8年 13 0 0

平成9年 44 42 平成9年 26 6 6

平成10年 32 32 平成10年 33 15 15

平成11年 83 80 平成11年 22 8 9

平成12年 116 119 平成12年 9 3 3

平成13年 45 46 平成13年 18 2 2

平成14年 70 72 平成14年 8 0 0

平成15年 35 33 平成15年 33 4 4

平成16年 61 62 平成16年 25 10 10

10ヵ年最大値 116 119 10ヵ年最大値 33 15 15

10ヵ年最小値 18 17 10ヵ年最小値 8 0 0

10ヵ年平均値 52.2 52.1 10ヵ年平均値 20.6 5.8 5.9

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり
ダム建設前

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位：日

フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり

平成7年 18 18 5 5 3 3 1 1

平成8年 18 17 9 9 0 0 0 0

平成9年 44 42 14 14 0 0 0 0

平成10年 32 32 27 26 12 12 3 3

平成11年 83 80 13 13 4 4 2 2

平成12年 116 119 36 29 4 5 0 0

平成13年 45 46 8 8 1 2 0 0

平成14年 70 72 10 10 0 0 0 0

平成15年 35 33 11 11 0 0 0 0

平成16年 61 62 20 20 15 13 6 6

10ヵ年最大値 116 119 36 29 15 13 6 6

10ヵ年最小値 18 17 5 5 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.2 52.1 15.3 14.5 3.9 3.9 1.2 1.2

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数

下流河川 SS予測結果（対策なし）（茨木川合流前） 
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下流河川 BOD（茨木川合流前） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、茨木川合流前の BODは平均 1.0mg/L（フラッシュなし・あり）と予測された（ダムなし時は平均 0.8mg/L）。 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.5 0.5 0.8 1.9 0.5 0.9 2.0 0.5 0.9

平成8年 2.7 0.5 0.7 1.6 0.4 0.9 1.5 0.4 0.9

平成9年 5.1 0.5 0.8 1.9 0.5 1.0 1.9 0.5 1.0

平成10年 5.5 0.5 1.0 2.3 0.6 1.0 2.3 0.6 1.0

平成11年 8.9 0.3 0.8 2.8 0.5 1.0 2.8 0.5 1.0

平成12年 4.3 0.4 0.7 1.5 0.5 1.0 1.5 0.5 1.0

平成13年 3.5 0.4 0.8 1.6 0.6 1.0 1.6 0.5 1.0

平成14年 2.0 0.4 0.6 2.1 0.5 1.0 2.1 0.5 1.0

平成15年 3.5 0.5 0.9 1.6 0.5 1.0 1.6 0.5 1.0

平成16年 4.5 0.5 0.9 2.2 0.6 1.1 2.2 0.6 1.0

10ヵ年最大値 8.9 0.5 1.0 2.8 0.6 1.1 2.8 0.6 1.0

10ヵ年最小値 2.0 0.3 0.6 1.5 0.4 0.9 1.5 0.4 0.9

10ヵ年平均値 4.6 0.5 0.8 1.9 0.5 1.0 1.9 0.5 1.0

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

下流河川 BOD予測結果（対策なし）（茨木川合流前） 
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下流河川水温（千歳橋） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、とくに夏期から秋期にかけて温水（ダムなしの千歳橋水温 10 年変動幅を上回る場合を温水と定義）となる。 

（年平均 86 日（フラッシュなし）、87日（フラッシュ放流あり）） 

・フラッシュ放流ありの場合、一時的な冷水（ダムなしの千歳橋水温 10 年変動幅を下回る場合を冷水と定義）は、年平均 2.4日であり、流下過程において水温変化は軽減している。 

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成7年

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成8年

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成9年

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成10年

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成11年

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成12年

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成13年

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成14年

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成15年

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

ダムなし10年変動幅 ダムあり（フラッシュなし）

ダムあり（フラッシュあり） ダムなし
千歳橋水温

平成16年

下流河川水温予測結果（対策なし）（千歳橋） 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 28.3 4.0 15.8 29.8 5.2 16.5 29.9 5.3 16.5

平成8年 27.8 3.5 15.5 30.0 4.2 16.2 30.0 4.3 16.2

平成9年 27.6 4.4 15.9 28.1 5.5 16.8 28.1 5.5 16.8

平成10年 28.2 4.2 16.9 29.7 5.5 17.7 29.8 5.5 17.7

平成11年 27.8 3.5 16.4 29.5 5.2 17.7 29.5 5.2 17.6

平成12年 28.0 4.0 16.3 29.9 5.8 17.6 29.9 5.8 17.5

平成13年 28.6 3.1 16.2 30.7 4.9 17.4 30.7 5.0 17.4

平成14年 28.1 5.2 16.4 30.2 6.6 17.7 30.2 6.6 17.7

平成15年 27.7 3.5 16.0 28.8 5.1 17.0 28.8 5.1 17.0

平成16年 28.3 3.6 16.9 30.0 5.5 18.0 29.9 5.5 18.0

10ヵ年最大値 28.6 5.2 16.9 30.7 6.6 18.0 30.7 6.6 18.0

10ヵ年最小値 27.6 3.1 15.5 28.1 4.2 16.2 28.1 4.3 16.2

10ヵ年平均値 28.0 3.9 16.2 29.7 5.4 17.3 29.7 5.4 17.2

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位　日数：日　差：℃

温水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 52 1.7 0.8 53 1.8 0.8

平成8年 34 2.0 0.8 35 2.0 0.8

平成9年 51 1.3 0.4 50 1.2 0.4

平成10年 108 1.7 0.6 106 1.8 0.6

平成11年 115 2.4 0.9 116 2.4 0.8

平成12年 107 2.0 0.7 109 1.9 0.7

平成13年 87 2.2 1.0 91 2.2 1.0

平成14年 107 2.5 1.0 110 2.5 0.9

平成15年 64 2.1 0.9 63 2.1 0.9

平成16年 136 2.4 0.9 133 2.4 0.9

10ヵ年最大値 136 2.5 1.0 133 2.5 1.0

10ヵ年最小値 34 1.3 0.4 35 1.2 0.4

10ヵ年平均値 86.1 2.0 0.8 86.6 2.0 0.8

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位　日数：日　差：℃

冷水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 1 -0.1 -0.1 1 -0.1 -0.1

平成8年 5 -0.5 -0.2 7 -5.1 -2.0

平成9年 1 -0.7 -0.7 1 -0.6 -0.6

平成10年 0 0.0 #DIV/0! 1 -1.7 -1.7

平成11年 0 0.0 #DIV/0! 1 -1.2 -1.2

平成12年 0 0.0 #DIV/0! 5 -4.0 -2.4

平成13年 0 0.0 #DIV/0! 3 -3.3 -1.7

平成14年 0 0.0 #DIV/0! 2 -4.3 -3.4

平成15年 0 0.0 #DIV/0! 0 0.0 #DIV/0!

平成16年 0 0.0 #DIV/0! 3 -2.1 -1.0

10ヵ年最大値 5 0.0 #DIV/0! 7 0.0 #DIV/0!

10ヵ年最小値 0 -0.7 #DIV/0! 0 -5.1 #DIV/0!

10ヵ年平均値 0.7 -0.1 #DIV/0! 2.4 -2.2 #DIV/0!

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり
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下流河川 SS（千歳橋） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、環境基準河川 A類型（25mg/L以下）を満たさないのは年平均 12日程度と予測された。 

濁水放流（ダムなしと比較して高い SS）となる日数は、年平均 52 日程度と予測された（うち、25mg/L 以上であるのは年平均 1日程度である）。 
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平成16年

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 727.5 1.4 10.9 523.4 1.3 6.9 523.5 1.3 6.9

平成8年 112.7 1.3 5.5 53.9 1.3 2.8 53.5 1.3 2.8

平成9年 603.5 1.7 10.7 430.0 1.3 6.6 430.1 1.3 6.6

平成10年 704.2 1.3 16.4 514.0 1.4 10.3 514.4 1.4 10.3

平成11年 2200.7 1.3 16.1 1709.2 1.3 11.9 1709.5 1.3 11.9

平成12年 391.8 1.3 5.4 268.8 1.3 3.7 268.6 1.3 3.8

平成13年 231.0 1.3 7.4 155.3 1.3 4.0 155.3 1.3 4.0

平成14年 42.8 1.3 3.6 20.5 1.4 2.1 20.2 1.3 2.1

平成15年 220.2 1.8 11.3 140.9 1.4 6.2 140.9 1.4 6.2

平成16年 677.5 1.3 11.0 454.8 1.4 7.0 454.5 1.3 7.0

10ヵ年最大値 2200.7 1.8 16.4 1709.2 1.4 11.9 1709.5 1.4 11.9

10ヵ年最小値 42.8 1.3 3.6 20.5 1.3 2.1 20.2 1.3 2.1

10ヵ年平均値 591.2 1.4 9.8 427.1 1.3 6.2 427.1 1.3 6.2

ダム建設前
フラッシュなし フラッシュあり

ダム建設後

単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

平成7年 18 18 平成7年 18 14 14

平成8年 18 17 平成8年 12 5 5

平成9年 44 42 平成9年 25 15 15

平成10年 32 32 平成10年 31 22 22

平成11年 83 80 平成11年 21 13 14

平成12年 116 119 平成12年 7 6 6

平成13年 45 46 平成13年 17 9 9

平成14年 70 72 平成14年 7 0 0

平成15年 35 33 平成15年 30 19 19

平成16年 61 62 平成16年 24 14 15

10ヵ年最大値 116 119 10ヵ年最大値 31 22 22

10ヵ年最小値 18 17 10ヵ年最小値 7 0 0

10ヵ年平均値 52.2 52.1 10ヵ年平均値 19.2 11.7 11.9

ダム建設前

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位：日

フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり

平成7年 18 18 5 5 3 3 1 1

平成8年 18 17 9 9 0 0 0 0

平成9年 44 42 14 14 0 0 0 0

平成10年 32 32 27 26 9 9 2 2

平成11年 83 80 13 13 3 3 2 2

平成12年 116 119 36 29 1 1 0 0

平成13年 45 46 8 8 1 1 0 0

平成14年 70 72 10 10 0 0 0 0

平成15年 35 33 11 11 0 0 0 0

平成16年 61 62 20 20 13 10 2 3

10ヵ年最大値 116 119 36 29 13 10 2 3

10ヵ年最小値 18 17 5 5 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.2 52.1 15.3 14.5 3.0 2.7 0.7 0.8

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数

下流河川 SS予測結果（対策なし）（千歳橋） 
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下流河川 BOD（千歳橋） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、千歳橋の BODは平均 1.4mg/L（フラッシュなし・あり）と予測された（ダムなし時は平均 1.3mg/L）。 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 3.4 1.2 1.3 1.7 1.0 1.3 1.7 1.0 1.3

平成8年 2.1 1.2 1.3 1.8 1.0 1.4 1.8 1.0 1.4

平成9年 3.2 1.2 1.3 1.8 1.0 1.4 1.8 1.0 1.4

平成10年 3.4 1.2 1.3 1.7 1.0 1.4 1.7 1.0 1.4

平成11年 5.1 1.2 1.3 2.1 1.1 1.4 2.1 1.1 1.4

平成12年 2.8 1.2 1.3 1.9 1.0 1.5 1.8 1.0 1.4

平成13年 2.4 1.2 1.3 1.8 1.0 1.4 1.8 1.0 1.4

平成14年 2.1 1.2 1.3 2.1 0.9 1.5 2.1 0.9 1.5

平成15年 2.4 1.2 1.3 1.7 0.9 1.4 1.7 0.9 1.4

平成16年 2.8 1.2 1.3 1.8 1.0 1.4 1.8 1.0 1.4

10ヵ年最大値 5.1 1.2 1.3 2.1 1.1 1.5 2.1 1.1 1.5

10ヵ年最小値 2.1 1.2 1.3 1.7 0.9 1.3 1.7 0.9 1.3

10ヵ年平均値 3.0 1.2 1.3 1.9 1.0 1.4 1.8 1.0 1.4

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

下流河川 BOD予測結果（対策なし）（千歳橋） 
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下流河川水温（宮鳥橋） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、とくに夏期から秋期にかけて温水（ダムなしの宮鳥橋水温 10 年変動幅を上回る場合を温水と定義）となる。 

（年平均 63 日（フラッシュなし）、64日（フラッシュ放流あり）） 

・フラッシュ放流ありの場合、一時的な冷水（ダムなしの宮鳥橋水温 10 年変動幅を下回る場合を冷水と定義）は、年平均 2.3日であり、流下過程において水温変化は軽減している。 
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下流河川水温予測結果（対策なし）（宮鳥橋） 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 31.8 3.9 16.0 32.8 5.2 16.7 32.8 5.3 16.7

平成8年 31.5 3.0 15.7 32.4 3.6 16.4 32.4 3.6 16.4

平成9年 29.7 4.3 16.1 30.0 5.5 17.0 30.1 5.5 17.0

平成10年 31.0 4.2 17.2 32.1 5.4 18.0 32.1 5.4 18.0

平成11年 31.7 3.4 16.7 33.2 5.1 17.9 33.2 5.0 17.9

平成12年 30.9 4.0 16.6 32.2 5.6 17.7 32.3 5.5 17.7

平成13年 30.5 3.1 16.4 32.2 4.9 17.5 32.2 4.9 17.5

平成14年 30.8 4.9 16.6 32.4 6.2 17.9 32.5 6.1 17.9

平成15年 31.5 3.5 16.3 32.7 5.1 17.3 32.7 5.1 17.2

平成16年 31.9 3.6 17.2 33.6 5.5 18.3 32.9 5.5 18.3

10ヵ年最大値 31.9 4.9 17.2 33.6 6.2 18.3 33.2 6.1 18.3

10ヵ年最小値 29.7 3.0 15.7 30.0 3.6 16.4 30.1 3.6 16.4

10ヵ年平均値 31.1 3.8 16.5 32.3 5.2 17.5 32.3 5.2 17.5

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位　日数：日　差：℃

温水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 37 1.6 0.8 36 1.7 0.8

平成8年 26 1.7 0.8 28 1.8 0.8

平成9年 47 2.0 0.5 48 2.1 0.5

平成10年 80 1.9 0.6 79 1.9 0.6

平成11年 77 2.3 0.9 75 2.2 0.9

平成12年 66 1.8 0.7 71 1.9 0.7

平成13年 57 2.1 0.8 56 2.1 0.9

平成14年 81 2.2 0.9 83 2.3 0.9

平成15年 57 2.1 0.9 57 2.1 0.9

平成16年 105 2.5 0.8 104 2.7 0.9

10ヵ年最大値 105 2.5 0.9 104 2.7 0.9

10ヵ年最小値 26 1.6 0.5 28 1.7 0.5

10ヵ年平均値 63.3 2.0 0.8 63.7 2.1 0.8

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位　日数：日　差：℃

冷水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 1 -0.1 -0.1 1 -0.1 -0.1

平成8年 5 -0.6 -0.3 8 -5.4 -1.8

平成9年 0 0.0 0 0.0

平成10年 0 0.0 1 -1.7 -1.7

平成11年 0 0.0 1 -2.9 -2.9

平成12年 0 0.0 5 -4.0 -2.7

平成13年 0 0.0 3 -4.1 -2.0

平成14年 0 0.0 2 -4.3 -4.0

平成15年 0 0.0 0 0.0

平成16年 0 0.0 2 -2.2 -1.5

10ヵ年最大値 5 0.0 -0.1 8 0.0 -0.1

10ヵ年最小値 0 -0.6 -0.3 0 -5.4 -4.0

10ヵ年平均値 0.6 -0.1 -0.2 2.3 -2.5 -2.1

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり
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下流河川 SS（宮鳥橋） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、環境基準河川 A類型（25mg/L以下）を満たさないのは年平均 12日程度と予測された。 

濁水放流（ダムなしと比較して高い SS）となる日数は、年平均 52 日程度と予測された（うち、25mg/L 以上であるのは年平均 1日程度である）。 
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下流河川 SS予測結果（対策なし）（宮鳥橋） 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 807.0 1.4 11.6 580.7 1.3 7.4 580.7 1.3 7.4

平成8年 112.7 1.3 5.7 53.9 1.3 2.9 53.5 1.3 2.9

平成9年 669.5 1.7 11.2 477.1 1.3 6.9 477.2 1.3 6.9

平成10年 781.2 1.3 17.3 570.2 1.4 11.0 570.6 1.4 11.0

平成11年 2441.1 1.3 17.4 1896.0 1.3 12.8 1896.3 1.3 12.8

平成12年 434.7 1.3 5.7 298.3 1.3 3.9 298.0 1.3 3.9

平成13年 256.3 1.3 7.7 172.2 1.3 4.2 172.3 1.3 4.2

平成14年 47.5 1.3 3.7 22.7 1.4 2.1 22.5 1.3 2.2

平成15年 244.3 1.8 11.7 156.3 1.4 6.4 156.3 1.4 6.4

平成16年 751.5 1.3 11.4 504.5 1.4 7.2 504.2 1.3 7.3

10ヵ年最大値 2441.1 1.8 17.4 1896.0 1.4 12.8 1896.3 1.4 12.8

10ヵ年最小値 47.5 1.3 3.7 22.7 1.3 2.1 22.5 1.3 2.2

10ヵ年平均値 654.6 1.4 10.3 473.2 1.3 6.5 473.2 1.3 6.5

ダム建設前
フラッシュなし フラッシュあり

ダム建設後

単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

平成7年 18 18 平成7年 18 14 14

平成8年 18 17 平成8年 13 6 6

平成9年 44 42 平成9年 25 16 16

平成10年 32 32 平成10年 32 22 22

平成11年 83 80 平成11年 21 15 16

平成12年 116 119 平成12年 7 6 6

平成13年 45 46 平成13年 17 9 9

平成14年 70 72 平成14年 8 0 0

平成15年 35 33 平成15年 32 19 19

平成16年 61 62 平成16年 24 14 15

10ヵ年最大値 116 119 10ヵ年最大値 32 22 22

10ヵ年最小値 18 17 10ヵ年最小値 7 0 0

10ヵ年平均値 52.2 52.1 10ヵ年平均値 19.7 12.1 12.3

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり
ダム建設前

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位：日

フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり

平成7年 18 18 5 5 3 3 1 1

平成8年 18 17 9 9 0 0 0 0

平成9年 44 42 14 14 0 0 0 0

平成10年 32 32 27 26 9 9 2 2

平成11年 83 80 13 13 3 3 2 2

平成12年 116 119 36 29 1 1 0 0

平成13年 45 46 8 8 1 1 0 0

平成14年 70 72 10 10 0 0 0 0

平成15年 35 33 11 11 0 0 0 0

平成16年 61 62 20 20 14 11 2 3

10ヵ年最大値 116 119 36 29 14 11 2 3

10ヵ年最小値 18 17 5 5 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.2 52.1 15.3 14.5 3.1 2.8 0.7 0.8

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数
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下流河川 BOD（宮鳥橋） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、宮鳥橋の BODは平均 1.5mg/L（フラッシュなし）、1.4mg/L（フラッシュあり）と予測された（ダムなし時は平均 1.3mg/L）。 
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下流河川 BOD予測結果（対策なし）（宮鳥橋） 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 4.2 1.2 1.3 2.3 1.0 1.4 2.3 1.0 1.4

平成8年 2.5 1.2 1.3 2.3 1.0 1.4 2.3 1.0 1.4

平成9年 4.0 1.2 1.3 2.3 1.0 1.4 2.3 1.0 1.4

平成10年 4.2 1.2 1.4 2.4 1.0 1.4 2.4 1.0 1.4

平成11年 6.2 1.2 1.4 2.8 1.1 1.5 2.8 1.1 1.5

平成12年 3.6 1.2 1.3 2.5 1.0 1.5 2.5 1.0 1.5

平成13年 3.1 1.2 1.3 2.3 1.0 1.4 2.3 1.0 1.4

平成14年 2.3 1.2 1.3 2.6 0.9 1.5 2.5 0.9 1.5

平成15年 3.1 1.2 1.4 2.3 0.9 1.4 2.3 0.9 1.4

平成16年 3.6 1.2 1.4 2.5 1.1 1.5 2.4 1.0 1.5

10ヵ年最大値 6.2 1.2 1.4 2.8 1.1 1.5 2.8 1.1 1.5

10ヵ年最小値 2.3 1.2 1.3 2.3 0.9 1.4 2.3 0.9 1.4

10ヵ年平均値 3.7 1.2 1.3 2.4 1.0 1.5 2.4 1.0 1.4

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり
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下流河川水温（大正川合流前） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、とくに夏期から秋期にかけて温水（ダムなしの宮鳥橋水温 10 年変動幅を上回る場合を温水と定義）となる。 

（年平均 53 日（フラッシュなし・あり）） 

・フラッシュ放流ありの場合、一時的な冷水（ダムなしの大正川合流前水温 10年変動幅を下回る場合を冷水と定義）は、年平均 4.2日である。 

下流河川水温予測結果（対策なし）（大正川合流前） 
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単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 31.6 9.0 19.9 32.4 9.7 20.1 32.4 9.7 20.1

平成8年 31.0 11.2 19.9 31.8 10.8 20.2 32.1 10.8 20.2

平成9年 29.5 11.3 19.8 29.7 11.5 20.2 29.8 11.5 20.2

平成10年 30.7 8.4 20.1 31.7 8.6 20.6 31.7 8.6 20.6

平成11年 31.3 10.1 21.1 32.5 9.9 21.5 32.6 9.9 21.5

平成12年 30.4 9.3 20.7 31.6 9.9 21.2 31.7 9.9 21.2

平成13年 30.0 8.0 19.6 31.5 7.8 20.1 31.5 7.8 20.1

平成14年 30.4 10.6 21.4 31.8 11.2 21.8 31.9 11.2 21.8

平成15年 31.2 8.3 19.6 32.3 9.0 20.1 32.3 9.0 20.1

平成16年 31.2 9.1 20.0 32.7 11.0 20.6 32.3 11.0 20.6

10ヵ年最大値 31.6 11.3 21.4 32.7 11.5 21.8 32.6 11.5 21.8

10ヵ年最小値 29.5 8.0 19.6 29.7 7.8 20.1 29.8 7.8 20.1

10ヵ年平均値 30.7 9.5 20.2 31.8 9.9 20.6 31.8 9.9 20.6

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位　日数：日　差：℃

温水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 38 1.1 0.4 37 0.9 0.3

平成8年 19 1.3 0.4 20 1.6 0.4

平成9年 13 1.8 0.4 13 1.8 0.4

平成10年 50 1.7 0.4 50 1.7 0.4

平成11年 101 2.0 0.4 99 2.0 0.4

平成12年 56 1.5 0.4 57 1.5 0.4

平成13年 24 1.1 0.3 23 1.1 0.3

平成14年 149 2.0 0.3 155 1.9 0.3

平成15年 39 1.8 0.5 39 1.8 0.4

平成16年 42 2.0 0.6 37 2.2 0.6

10ヵ年最大値 149 2.0 0.6 155 2.2 0.6

10ヵ年最小値 13 1.1 0.3 13 0.9 0.3

10ヵ年平均値 53.1 1.6 0.4 53.0 1.6 0.4

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位　日数：日　差：℃

冷水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 2 -0.2 -0.1 3 -1.0 -0.4

平成8年 4 -0.5 -0.3 7 -0.7 -0.4

平成9年 1 -0.2 -0.2 3 -0.2 -0.1

平成10年 7 -0.4 -0.2 9 -0.6 -0.3

平成11年 3 -0.2 -0.1 1 -0.2 -0.2

平成12年 2 -0.5 -0.3 2 -0.4 -0.3

平成13年 11 -0.4 -0.2 10 -0.4 -0.2

平成14年 0 0.0 1 -3.1 -3.1

平成15年 5 -0.8 -0.3 5 -0.7 -0.2

平成16年 1 -0.2 -0.2 1 -0.1 -0.1

10ヵ年最大値 11 0.0 -0.1 10 -0.1 -0.1

10ヵ年最小値 0 -0.8 -0.3 1 -3.1 -3.1

10ヵ年平均値 3.6 -0.4 -0.2 4.2 -0.7 -0.5

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり
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下流河川 SS（大正川合流前） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、環境基準河川 A類型（25mg/L以下）を満たさないのは年平均 11日程度と予測された。 

濁水放流（ダムなしと比較して高い SS）となる日数は、年平均 52 日程度と予測された（うち、25mg/L 以上であるのは年平均 1日程度である）。 

下流河川 SS予測結果（対策なし）（大正川合流前） 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 720.5 1.1 9.7 518.4 1.1 6.4 518.5 1.1 6.4

平成8年 104.8 1.1 4.3 50.2 1.1 2.4 49.8 1.1 2.4

平成9年 597.8 1.3 9.2 426.0 1.1 5.8 426.1 1.1 5.8

平成10年 697.4 1.1 14.5 509.1 1.1 9.4 509.5 1.1 9.4

平成11年 2179.1 1.1 15.0 1692.5 1.1 11.0 1692.8 1.1 11.1

平成12年 388.1 1.0 4.5 266.4 1.0 3.1 266.1 1.0 3.1

平成13年 228.9 1.0 6.0 153.9 1.1 3.4 153.9 1.1 3.4

平成14年 42.5 1.0 2.8 20.4 1.1 1.7 20.2 1.1 1.7

平成15年 218.2 1.2 9.6 139.6 1.2 5.4 139.6 1.2 5.4

平成16年 670.9 1.1 9.4 450.4 1.1 6.1 450.2 1.1 6.1

10ヵ年最大値 2179.1 1.3 15.0 1692.5 1.2 11.0 1692.8 1.2 11.1

10ヵ年最小値 42.5 1.0 2.8 20.4 1.0 1.7 20.2 1.0 1.7

10ヵ年平均値 584.8 1.1 8.5 422.7 1.1 5.5 422.7 1.1 5.5

ダム建設前
フラッシュなし フラッシュあり

ダム建設後

単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

平成7年 18 18 平成7年 18 14 14

平成8年 18 17 平成8年 10 5 5

平成9年 44 42 平成9年 22 14 14

平成10年 32 32 平成10年 29 20 20

平成11年 83 80 平成11年 21 13 13

平成12年 116 119 平成12年 7 6 6

平成13年 45 46 平成13年 16 8 8

平成14年 70 72 平成14年 4 0 0

平成15年 35 33 平成15年 27 16 17

平成16年 61 62 平成16年 20 13 13

10ヵ年最大値 116 119 10ヵ年最大値 29 20 20

10ヵ年最小値 18 17 10ヵ年最小値 4 0 0

10ヵ年平均値 52.2 52.1 10ヵ年平均値 17.4 10.9 11.0

ダム建設前

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり

単位：日

フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり フラッシュなし フラッシュあり

平成7年 18 18 5 5 2 2 1 1

平成8年 18 17 9 9 0 0 0 0

平成9年 44 42 14 14 0 0 0 0

平成10年 32 32 27 26 5 5 1 1

平成11年 83 80 13 13 2 2 2 2

平成12年 116 119 36 29 0 0 0 0

平成13年 45 46 8 8 0 0 0 0

平成14年 70 72 10 10 0 0 0 0

平成15年 35 33 11 11 0 0 0 0

平成16年 61 62 20 20 9 6 2 2

10ヵ年最大値 116 119 36 29 9 6 2 2

10ヵ年最小値 18 17 5 5 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.2 52.1 15.3 14.5 1.8 1.5 0.6 0.6

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数



資料-43 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下流河川 BOD（大正川合流前） 

・平成 7 年～平成 16年の 10 年間の流量条件による予測の結果、大正川合流前の BODは平均 1.5mg/L（フラッシュなし・あり）と予測された（ダムなし時は平均 1.5mg/L）。 

下流河川 BOD予測結果（対策なし）（大正川合流前） 

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成7年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成8年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成9年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成10年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成11年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成12年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成13年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成14年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成15年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

ダムあり（フラッシュなし） ダムあり（フラッシュあり）

ダムなし 基準値

大正川合流前

BOD
平成16年

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.7 1.1 1.5 4.0 1.1 1.5 4.0 1.1 1.5

平成8年 4.2 1.1 1.5 4.0 1.1 1.5 4.0 1.1 1.5

平成9年 5.5 1.1 1.5 4.0 1.0 1.5 4.0 1.0 1.5

平成10年 5.7 1.1 1.6 4.0 1.0 1.6 4.0 1.0 1.6

平成11年 7.4 1.1 1.5 4.4 1.1 1.6 4.4 1.1 1.6

平成12年 5.1 1.1 1.5 4.1 1.1 1.6 4.1 1.1 1.5

平成13年 4.7 1.1 1.4 4.0 1.0 1.5 4.0 1.0 1.5

平成14年 4.0 1.1 1.5 4.2 1.0 1.5 4.2 1.0 1.5

平成15年 4.7 1.1 1.6 4.0 1.0 1.6 3.9 1.0 1.6

平成16年 5.2 1.1 1.6 4.1 1.1 1.6 4.1 1.1 1.6

10ヵ年最大値 7.4 1.1 1.6 4.4 1.1 1.6 4.4 1.1 1.6

10ヵ年最小値 4.0 1.1 1.4 4.0 1.0 1.5 3.9 1.0 1.5

10ヵ年平均値 5.2 1.1 1.5 4.1 1.0 1.5 4.1 1.0 1.5

ダム建設前
ダム建設後

フラッシュなし フラッシュあり
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3.4 保全対策について 
3.4.1 保全対策の必要性 

 

 
 

 

 

 

 

 

課題（項目） 対策の必要性 

濁水長期化 
SSの環境基準河川 A類型相当（25mg/L以下）を満たさないのは年平均 5.8日であるが、濁水放流（ダムなし時の SS と比較して放流 SSが高い場合を濁水長期化期間と

して定義）となる場合（年平均 52日）があるため、選択取水設備＋フェンスでの保全対策を検討する。 

水温 

温水 夏期から秋期にかけて温水放流が懸念される（年平均 147日（フラッシュ放流なし）、149日（フラッシュ放流あり））ため、選択取水設備での保全対策を検討する。 

冷水 フラッシュ放流時に、一時的な冷水放流による環境影響が懸念されるため、浅層曝気での保全対策を検討する。 

富栄養化 クロロフィル a濃度の年最大値、年平均値のいずれで評価しても、富栄養化現象が生じると予測されるため、浅層曝気での保全対策を行う。 

溶存酸素 
表層溶存酸素は十分に存在しているが、流況や季節によっては、フラッシュ放流時や選択取水時に中層（EL.85m 等）の貧酸素水を放流する懸念がある（放流時に空気に

触れて DOが回復するが、定量的な評価が困難であり、不確実性がある）。そのため、湖内対策（深層曝気）の検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安威川ダムにおける平成 7年～平成 16年の 10年間の流量条件による水質予測の結果、濁水長期化、温水放流、富栄養化が懸念される。 

また、フラッシュ放流ありの場合、一時的な冷水放流による環境影響も懸念される。そのため、これらに対する保全対策の検討を行う。 

表 3-4 保全対策の必要性 
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↓

No.
標高(m)

80774 53360 34624 35331 49747 100183 31404 29784 28646 58813 47744 46734 51268 28791 40490 22514 35121 26702 28223 29592 13752 12089 11581 8199 8962 9902 5692 7019 7773 4468
79077 52408 34036 34990 49025 97087 31052 29428 28222 56938 47186 45282 49803 28575 39270 21994 34658 26383 27910 28890 13109 11177 10468 7564 8405 9321 5390 6469 6282 3043
77380 51455 33447 34650 48304 93991 30700 29071 27799 55063 46628 43830 48339 28359 38051 21475 34196 26064 27597 28188 12465 10265 9354 6930 7849 8740 5087 5919 4790 1618

サーチャージ水位 75507 50476 32837 34186 47572 90779 30324 28694 27422 53635 45565 40305 43842 26574 34349 20937 33739 25427 27168 26526 11859 9882 8848 6647 7458 8439 4741 5499 4104 1213
125.5ｍ　→ 73634 49496 32227 33722 46839 87567 29949 28316 27045 52207 44501 36779 39345 24790 30648 20399 33283 24790 26738 24864 11253 9499 8341 6363 7068 8137 4395 5079 3417 809

71760 48517 31618 33258 46107 84356 29573 27939 26668 50779 43438 33254 34849 23005 26947 19862 32826 24153 26309 23202 10646 9117 7835 6080 6677 7835 4049 4658 3135 801
69887 47538 31008 32793 45375 81144 29198 27561 26292 49351 42375 29729 30352 21221 23246 19324 32370 23517 25879 21540 10040 8734 7328 5797 6286 7533 3702 4238 2044 793
67711 46447 30425 32382 44710 78493 28819 27151 25957 48365 41495 29050 29272 20612 22654 18906 31773 23045 24942 20177 9628 8261 6924 5559 6110 7357 3499 3663 1624 785
65534 45356 29842 31971 44044 75842 28439 26740 25622 47380 40616 28370 28192 20003 22063 18488 31176 22574 24004 18815 9215 7788 6519 5322 5934 7180 3297 3087 1204 777
63358 44265 29258 31560 43378 73191 28060 26330 25287 46394 39737 27691 27113 19395 21471 18069 30580 22102 23067 17452 8802 7315 6115 5084 5757 7004 3094 2512 784 769
61181 43174 28675 31149 42713 70540 27681 25920 24952 45409 38858 27012 26033 18786 20880 17651 29983 21631 22130 16090 8390 6842 5711 4847 5581 6828 2891 2300 776
59666 42292 28232 30810 42099 68376 27376 25571 24625 44519 38437 26036 25131 18499 20367 17327 29340 21129 21062 14708 8007 6442 5326 4597 5058 5684 2617 1991 768
58152 41410 27789 30470 41485 66213 27070 25223 24299 43629 38016 25061 24229 18212 19855 17003 28698 20626 19993 13327 7624 6041 4941 4348 4536 4541 2342 1681 761
56637 40528 27346 30130 40871 64049 26765 24874 23972 42740 37595 24085 23328 17924 19343 16679 28056 20124 18925 11946 7241 5641 4557 4098 4013 3397 2067 1371 753
55123 39646 26903 29791 40256 61885 26460 24526 23645 41850 37174 23110 22426 17637 18830 16355 27413 19622 17857 10565 6858 5241 4172 3849 3490 2254 1793 1061
53622 38688 26484 29404 39626 59898 26160 24125 23330 41031 36723 22398 22006 17413 18273 16032 26951 19080 15666 9683 6528 4982 3916 3563 3187 2024 1528 812
52121 37730 26064 29016 38997 57910 25860 23723 23015 40212 36272 21686 21587 17189 17715 15709 26488 18538 13475 8801 6199 4722 3661 3278 2883 1794 1263 562
50620 36773 25644 28629 38367 55923 25560 23322 22699 39393 35821 20974 21168 16964 17157 15386 26026 17996 11284 7919 5869 4463 3405 2992 2580 1564 1311
49119 35815 25224 28242 37737 53935 25261 22921 22384 38574 35370 20262 20748 16740 16600 15062 25563 17453 9093 7037 5540 4204 3149 2706 2276 1334 796
48111 35197 24905 27779 36367 52235 24941 22535 22115 37921 34873 19787 20526 16500 16262 14777 24329 16148 8479 6369 4964 3731 2374 2030 1707 1001 597
47104 34578 24585 27316 34998 50535 24621 22150 21845 37269 34376 19311 20304 16260 15925 14491 23094 14842 7865 5702 4388 3259 1599 1353 1138 1065
46096 33959 24266 26854 33628 48835 24301 21764 21576 36616 33879 18835 20082 16019 15588 14205 21859 13537 7251 5034 3813 2787 824 677 569 533
45089 33341 23946 26391 32259 47135 23981 21379 21307 35964 33382 18359 19860 15779 15250 13919 20624 12231 6637 4366 3237 2363 816 670
43530 32743 23648 25797 31610 45707 23627 20996 21043 35266 32885 17925 19354 15130 14671 13046 17349 10317 6133 4089 2943 1931 808
41972 32144 23350 25203 30962 44279 23273 20612 20780 34567 32389 17491 18848 14480 14092 12172 14073 8403 5629 3812 2650 1498 799
39201 30600 22360 23871 29404 41565 22232 19622 19901 32853 30936 16545 17792 13416 13107 10960 10473 6294 4971 3428 2286 1034
37301 29710 21844 23054 28478 39766 21663 19052 19443 31844 30141 15958 17123 12654 12416 10008 7220 4391 4436 3126 1981 608
35417 28390 21143 22208 27365 37661 20885 18318 18791 30418 28846 15163 16287 12084 11666 8236 5868 3825 3826 2531 1901
33581 27100 20452 21376 26274 35610 20122 17599 18149 29024 27579 14388 15472 11527 10937 6530 4566 3278 3239 1958 1241

常時満水位 31792 25840 19773 20561 25205 33613 19372 16893 17518 27662 26340 13633 14678 10983 10229 4891 3316 2752 2673 1408 607
99.4ｍ　→ 30049 24610 19103 19761 24158 31671 18637 16203 16897 26333 25131 12898 13903 10451 9542 3318 2117 2246 2130 880

28247 23330 18071 18982 23264 29866 17874 15533 16226 25070 23705 12272 12581 9480 8041 2432 1551 1646 1561 645
27127 22610 17473 18652 22919 28782 17535 15231 15939 24405 22850 11939 11575 8746 6758 1621 1034 1097 1471
26007 21889 16875 18322 22574 27697 17197 14930 15652 23741 21996 11607 10569 8011 5474 811 517 549 735
24887 21168 16278 17992 22229 26613 16858 14628 15365 23076 21141 11274 9562 7277 4191 730 512 543
23850 20579 16153 17654 21896 25960 16417 13976 14815 22225 20212 10843 9036 6276 3143 657 507
22547 19756 15842 17114 21312 25013 15789 13169 14100 21126 19059 10291 8410 5213 2071 591
21522 19174 15719 16780 20983 24368 15353 12525 13556 20286 18141 9864 7889 4223 1036

最低水位 20496 18591 15596 16445 20654 23723 14917 11881 13013 19445 17223 9438 7369 3233 932
90.2ｍ　→ 19644 17975 14441 15932 20214 23103 14450 11407 12308 18871 15222 7572 5791 2425 839

18791 17359 13285 15419 19774 22483 13983 10933 11603 18296 13220 5706 4214 1617
17939 16743 12129 14905 19334 21864 13517 10459 10897 17722 11219 3840 2637 808
17087 16127 10974 14392 18894 21244 13050 9986 10192 17147 9217 1974 1059 727
16276 15632 9846 13752 17772 19500 12223 9357 9042 13520 7542 1481 795
15465 15138 8718 13113 16651 17756 11396 8728 7892 9893 5867 989 530
14654 14643 7590 12473 15529 16012 10569 8099 6742 6266 4192 762 477
13843 14148 6461 11833 14408 14268 9742 7470 5592 2639 2522 686
12982 12924 5975 10830 13372 12157 8226 6391 4562 1979 1891 617
12263 11837 5553 9942 12481 10163 6789 5374 3575 1335 1276
11524 10722 5119 9030 11566 8121 5316 4332 2563 675 645
10764 9578 4674 8094 10627 6028 3808 3265 1526 608
10164 9172 4278 7421 9001 5269 3427 2845 1230
9548 8755 3872 6731 7336 4491 3036 2414 927
8916 8326 3456 6024 5632 3695 2636 1974 616
8267 7886 3030 5299 3888 2880 2226 1822 610
7502 7342 2669 4344 3157 2183 1688 1381
6719 6785 2300 3367 2410 1471 1137 931
5918 6214 1922 2368 1646 743 1045
5098 5630 1536 1347 865
3705 4666 1082 1118
2282 3682 619
1153 2172

130
129
128
127
126
125
124
123
122
121
120
119
118
117
116
115
114
113
112
111
110
109
108
107
106
105
104
103
102
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100
99
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97
96
95
94
93
92
91

84
83

90
89
88
87

78

1 2 3

82
81
80
79

86
85

4 5 6 7 13 14 158 9 10 11 26 27 2821 22 23 24

76
75
74

252016 17 18 1912

単位：m3

69

29 30

73
72
71
70

77

大岩川流入ブロック

サーチャージ水位EL.125.0m

常時満水位EL.99.4m

最低水位EL.90.2m

フラッシュ放流
専用管EL.85.0m

選択取水設備EL.85.0m
～99.4m

常用洪水吐EL.99.4m

大岩川流入

下音羽川流入
安威川流入

フェンスフェンス
選択取水

浅層曝気
（吐出口）

深層曝気
（吸込口）

深層曝気
（吐出口）

図 保全対策検討フロー 

図 対策施設の設置位置 

複合対策 

選択取水 

  
水温対策（温水）・濁水対策 

■目的 

  成層期における流入水との等水温取水 

  

  

■設置条件 

  取水範囲 EL:85.0m～EL.99.4m 

  取水口の幅（高さ） 1m 

  

  

■運用条件 

平常時： 

流入水温と等しい層（等しい層がない場

合は最も近い層）より取水 

ただし、その層が SS25mg/L 以上であれ

ば表層取水 

出水時： 

SS ピーク層から取水し、流入 SS が

25mg/L を下回った時点で平常時の運用

に戻る。 

濁水フェンス 

  
濁水対策 

■目的 

  出水中：濁水の早期排出 

  出水後：清澄水の取水 

  

■設置条件 

  浮沈式フェンスを 2 枚設置 

   ダムサイトより 200m 上流、幅(深さ)10m 

   ダムサイトより 500m 上流、幅(深さ)10m 

  

■運用条件 

出水時： 

フェンスを浮上し、選択取水を SS ピ

ーク層からの取水に切り替え 

出水後： 

流入 SS が 25mg/L を下回った段階で、

フェンスを沈降し、選択取水を表層取

水に切り替え 

（フェンスは次の出水時に浮上） 

浅層曝気 

  
富栄養化対策・水温対策（フラッシュ放流

による一時的な冷水への対策） 
  

■目的 

  成層より上部の循環混合 

  

 

■設置条件 

  基数：1 基 

  設置箇所：ダムサイトより 500m 上流 

  吐き出し口標高：湖底より 10m 上 

  空気量：3,700L/分 

  

■運用条件 

運転期間： 

3 月 21 日～8 月 31 日（出水時は停止） 

深層曝気 

  
底層ＤＯ対策 

■目的 

  底層への DO 補給 

 

 

■設置条件 

  基数：1 基 

  設置箇所：ダムサイトより 500m 上流 

  吸込口標高：湖底より 1m 上 

  吐出口標高：湖底より 10m 上 

 

■運用条件 

運転期間：底層 DO が 4mg/l 以下の期間 

 出水時は日流入量 20m
3
/s以上とした。 
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3.4.2 保全対策実施による予測結果 

（1）選択取水の予測結果 
 

 目的：温水放流対策 

     濁水長期化対策 

 

 運用方法： 

   取水範囲 EL.85.0m～99.4m（取水の口の幅（高さ）は 1mのため、当該高さの 1 メッシュから取水する形で表現） 

 

運用： 

平常時 

流入水温と等しい層（等しい層がない場合は最も近い層）より取水する。 

ただし、その層が SS25mg/L以上であれば表層取水とする。 

  

出水時（日流入量 20m3/s以上とした） 

SS ピーク層から取水し、出水後は、流入 SSが 25mg/L を下回った時点で平常時の条件に戻る。 

ただし、その層が SS25mg/L以上であれば表層取水とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事例 

出典：曝気循環施設及び選択取水設備の運用マニュアル（案） 
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選択取水（フラッシュ放流あり） 

放流 SS 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 519.4 0.2 10.1 113.3 0.2 2.6 113.4 0.2 2.9

平成8年 108.0 0.0 5.9 8.6 0.1 1.0 9.9 0.1 1.2

平成9年 445.8 0.8 10.6 100.7 0.1 2.9 100.5 0.1 3.5

平成10年 502.8 0.0 16.2 128.6 0.3 4.9 128.7 0.3 5.2

平成11年 1259.3 0.0 12.4 281.4 0.1 4.2 281.3 0.2 4.7

平成12年 310.6 0.0 5.0 65.3 0.1 1.9 65.3 0.1 2.3

平成13年 201.0 0.0 8.1 50.3 0.2 1.9 53.8 0.2 2.5

平成14年 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 3.8 0.1 0.7

平成15年 190.5 0.9 12.1 37.1 0.3 2.8 38.9 0.3 3.3

平成16年 523.4 0.0 11.3 100.2 0.2 3.9 101.8 0.2 4.2

10ヵ年最大値 1259.3 0.9 16.2 281.4 0.3 4.9 281.3 0.3 5.2

10ヵ年最小値 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 3.8 0.1 0.7

10ヵ年平均値 410.8 0.2 9.5 88.9 0.2 2.7 89.7 0.2 3.0

ダム建設前
ダム建設後

選択取水運用なし 選択取水運用あり

単位：日

濁水長期化日数

平成7年 18 51

平成8年 17 24

平成9年 42 78

平成10年 32 34

平成11年 80 101

平成12年 119 125

平成13年 46 79

平成14年 72 77

平成15年 33 46

平成16年 62 84

10ヵ年最大値 119 125

10ヵ年最小値 17 24

10ヵ年平均値 52.1 69.9

ダム建設後

選択取水運用なし 選択取水運用あり

単位：日

SS25mg/L超過日数

平成7年 20 10 11

平成8年 13 0 0

平成9年 27 6 6

平成10年 37 15 15

平成11年 22 9 10

平成12年 9 3 2

平成13年 22 2 2

平成14年 9 0 0

平成15年 36 4 4

平成16年 26 9 10

10ヵ年最大値 37 15 15

10ヵ年最小値 9 0 0

10ヵ年平均値 22.1 5.8 6.0

選択取水運用なし 選択取水運用あり
ダム建設前

ダム建設後
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選択取水（フラッシュ放流あり） 

放流水温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 26.1 3.4 14.4 29.0 5.2 15.6 26.6 5.2 15.0

平成8年 25.5 3.0 14.1 29.4 4.2 15.3 26.2 4.3 14.5

平成9年 25.3 3.7 14.5 27.3 5.5 16.1 26.1 5.4 15.4

平成10年 25.9 3.6 15.4 28.7 5.6 16.8 27.9 5.5 16.2

平成11年 25.5 3.0 14.9 28.6 6.2 17.1 26.4 6.0 16.0

平成12年 25.7 3.5 14.9 29.2 6.1 17.0 26.4 6.0 15.6

平成13年 26.3 2.5 14.8 30.0 5.3 16.8 26.9 5.3 15.6

平成14年 25.9 4.6 14.9 30.1 6.7 17.3 26.3 6.7 15.9

平成15年 25.4 3.0 14.6 27.9 5.7 16.3 26.1 5.5 15.6

平成16年 25.5 3.1 15.4 29.6 6.1 17.3 26.2 5.9 16.3

10ヵ年最大値 26.3 4.6 15.4 30.1 6.7 17.3 27.9 6.7 16.3

10ヵ年最小値 25.3 2.5 14.1 27.3 4.2 15.3 26.1 4.3 14.5

10ヵ年平均値 25.7 3.3 14.8 29.0 5.7 16.6 26.5 5.6 15.6

選択取水運用なし 選択取水運用あり
ダム建設前

ダム建設後

単位　日数：日　差：℃

温水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 83 3.3 1.2 41 2.4 0.8

平成8年 71 3.9 1.1 17 0.8 0.3

平成9年 109 2.2 0.7 45 1.5 0.4

平成10年 159 3.2 1.1 108 2.0 0.6

平成11年 198 3.8 1.6 113 3.1 1.2

平成12年 211 3.5 1.2 88 2.4 0.7

平成13年 149 4.2 1.5 69 1.5 0.5

平成14年 190 4.7 1.5 56 2.8 0.6

平成15年 114 3.7 1.2 71 2.6 0.7

平成16年 207 4.2 1.5 116 2.8 0.7

10ヵ年最大値 211 4.7 1.6 116 3.1 1.2

10ヵ年最小値 71 2.2 0.7 17 0.8 0.3

10ヵ年平均値 149.1 3.7 1.3 72.4 2.2 0.7

ダム建設後

選択取水運用なし 選択取水運用あり

単位　日数：日　差：℃

冷水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 3 -2.6 -2.1 9 -2.4 -0.8

平成8年 9 -9.8 -3.3 23 -8.1 -1.3

平成9年 4 -2.4 -1.3 9 -1.8 -0.5

平成10年 2 -2.9 -1.7 2 -0.6 -0.5

平成11年 3 -6.0 -2.8 4 -5.1 -1.7

平成12年 7 -7.3 -4.9 13 -5.1 -2.1

平成13年 4 -7.5 -4.0 7 -4.5 -1.7

平成14年 3 -7.5 -5.0 8 -3.0 -1.3

平成15年 1 -0.7 -0.7 2 -0.3 -0.2

平成16年 4 -5.6 -3.8 5 -2.7 -1.1

10ヵ年最大値 9 -0.7 -0.7 23 -0.3 -0.2

10ヵ年最小値 1 -9.8 -5.0 2 -8.1 -2.1

10ヵ年平均値 4.0 -5.2 -3.0 8.2 -3.4 -1.1

ダム建設後

選択取水運用なし 選択取水運用あり

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成7年

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成8年

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成9年

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成10年

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成11年

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成12年

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成13年

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成14年

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成15年

0
5
10
15
20
25
30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温
(℃

)

10年変動幅 選択取水運用なし

選択取水運用あり ダムなし
放流水温

平成16年



資料-49 

選択取水（フラッシュ放流あり） 
表層 TP 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 0.284 0.024 0.044 0.073 0.013 0.028 0.073 0.013 0.026

平成8年 0.150 0.019 0.042 0.048 0.008 0.025 0.045 0.007 0.025

平成9年 0.265 0.026 0.047 0.071 0.011 0.031 0.071 0.011 0.030

平成10年 0.285 0.021 0.056 0.078 0.016 0.034 0.077 0.016 0.033

平成11年 0.444 0.000 0.041 0.074 0.008 0.029 0.074 0.006 0.028

平成12年 0.229 0.009 0.036 0.063 0.006 0.024 0.063 0.005 0.023

平成13年 0.185 0.015 0.046 0.062 0.008 0.029 0.057 0.007 0.028

平成14年 0.106 0.000 0.034 0.041 0.009 0.022 0.038 0.008 0.021

平成15年 0.189 0.019 0.053 0.064 0.015 0.033 0.063 0.015 0.032

平成16年 0.232 0.020 0.050 0.062 0.012 0.031 0.062 0.011 0.031

10ヵ年最大値 0.444 0.026 0.056 0.078 0.016 0.034 0.077 0.016 0.033

10ヵ年最小値 0.106 0.000 0.034 0.041 0.006 0.022 0.038 0.005 0.021

10ヵ年平均値 0.237 0.015 0.045 0.064 0.010 0.029 0.062 0.010 0.028

ダム建設前
ダム建設後

選択取水運用なし 選択取水運用あり
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選択取水（フラッシュ放流あり） 

表層クロロフィル a 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：μ g/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 － － － 25.6 0.6 8.7 25.0 0.6 8.3

平成8年 － － － 24.8 0.3 9.1 23.7 0.3 8.2

平成9年 － － － 27.9 0.8 9.3 25.8 0.7 8.6

平成10年 － － － 26.0 1.0 9.6 25.9 1.0 8.8

平成11年 － － － 30.3 0.3 9.1 29.2 0.4 8.2

平成12年 － － － 20.9 0.3 8.4 17.5 0.3 6.9

平成13年 － － － 22.4 1.1 9.7 20.0 1.2 8.4

平成14年 － － － 28.7 0.3 9.8 26.0 0.3 7.9

平成15年 － － － 26.0 0.5 9.7 25.3 0.7 9.1

平成16年 － － － 25.1 0.9 9.8 25.4 1.0 8.7

10ヵ年最大値 － － － 30.3 1.1 9.8 29.2 1.2 9.1

10ヵ年最小値 － － － 20.9 0.3 8.4 17.5 0.3 6.9

10ヵ年平均値 － － － 25.8 0.6 9.3 24.4 0.6 8.3

ダム建設前
ダム建設後

選択取水運用なし 選択取水運用あり
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選択取水（フラッシュ放流あり） 

放流 BOD 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.8 0.5 0.8 2.0 0.4 0.9 2.0 0.4 0.8

平成8年 2.8 0.4 0.7 1.5 0.4 0.9 1.4 0.4 0.8

平成9年 5.3 0.5 0.8 2.0 0.5 1.0 2.0 0.5 0.9

平成10年 5.8 0.4 1.0 2.3 0.6 1.0 2.3 0.5 1.0

平成11年 9.3 0.3 0.7 2.9 0.5 1.0 2.9 0.5 0.9

平成12年 4.5 0.3 0.6 1.6 0.4 0.9 1.6 0.4 0.8

平成13年 3.6 0.4 0.8 1.7 0.5 1.0 1.6 0.5 0.9

平成14年 1.9 0.3 0.6 1.7 0.4 0.9 1.3 0.4 0.8

平成15年 3.7 0.4 0.9 1.7 0.5 1.0 1.7 0.5 1.0

平成16年 4.7 0.4 0.9 2.3 0.6 1.0 2.3 0.5 0.9

10ヵ年最大値 9.3 0.5 1.0 2.9 0.6 1.0 2.9 0.5 1.0

10ヵ年最小値 1.9 0.3 0.6 1.5 0.4 0.9 1.3 0.4 0.8

10ヵ年平均値 4.7 0.4 0.8 2.0 0.5 1.0 1.9 0.5 0.9

ダム建設前
ダム建設後

選択取水運用なし 選択取水運用あり
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（2）フェンスの予測結果 
 

 目的：濁水対策 

   

 運用方法： 

浮沈式フェンスを 2枚設置 

    ダムサイトより 200m上流、幅（深さ）10m 

    ダムサイトより 500m上流、幅（深さ）10m 

 

出水中：フェンスを浮上し、選択取水を SS ピーク層からの取水に切り替え 

出水後：流入 SSが 25mg/Lを下回った段階で、フェンスを沈降し、選択取水を表層取水に切り替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事例 

 出典：「熊野川の総合的な治水対策協議会」（近畿地方整備局 webサイトより）に吹き出し加筆 

浮沈式フェンスの設置・ 

運用事例（取水設備との組み合わせ） 
フェンスによる濁水長期化軽減の概念図 

濁水を止め、下流側
に清水を確保する。

濁水を止め、下流側
に清水を確保する。
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フェンス（フラッシュ放流あり） 

放流 SS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 519.4 0.2 10.1 113.3 0.2 2.6 112.4 0.1 2.7

平成8年 108.0 0.0 5.9 8.6 0.1 1.0 8.6 0.1 1.0

平成9年 445.8 0.8 10.6 100.7 0.1 2.9 103.3 0.1 3.0

平成10年 502.8 0.0 16.2 128.6 0.3 4.9 128.6 0.3 4.6

平成11年 1259.3 0.0 12.4 281.4 0.1 4.2 262.1 0.1 4.3

平成12年 310.6 0.0 5.0 65.3 0.1 1.9 60.0 0.1 1.9

平成13年 201.0 0.0 8.1 50.3 0.2 1.9 52.2 0.2 2.0

平成14年 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 4.1 0.1 0.6

平成15年 190.5 0.9 12.1 37.1 0.3 2.8 35.9 0.3 2.8

平成16年 523.4 0.0 11.3 100.2 0.2 3.9 121.9 0.2 3.7

10ヵ年最大値 1259.3 0.9 16.2 281.4 0.3 4.9 262.1 0.3 4.6

10ヵ年最小値 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 4.1 0.1 0.6

10ヵ年平均値 410.8 0.2 9.5 88.9 0.2 2.7 88.9 0.2 2.6

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス

単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

平成7年 18 15 平成7年 20 10 11

平成8年 17 17 平成8年 13 0 0

平成9年 42 36 平成9年 27 6 7

平成10年 32 17 平成10年 37 15 12

平成11年 80 75 平成11年 22 9 9

平成12年 119 122 平成12年 9 3 2

平成13年 46 43 平成13年 22 2 2

平成14年 72 73 平成14年 9 0 0

平成15年 33 33 平成15年 36 4 4

平成16年 62 63 平成16年 26 9 7

10ヵ年最大値 119 122 10ヵ年最大値 37 15 12

10ヵ年最小値 17 15 10ヵ年最小値 9 0 0

10ヵ年平均値 52.1 49.4 10ヵ年平均値 22.1 5.8 5.4

対策なし フェンス

ダム建設後

ダム建設前

ダム建設後

対策なし フェンス
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フェンス（フラッシュ放流あり） 

放流水温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 26.1 3.4 14.4 29.0 5.2 15.6 29.0 5.2 15.7

平成8年 25.5 3.0 14.1 29.4 4.2 15.3 29.4 4.3 15.3

平成9年 25.3 3.7 14.5 27.3 5.5 16.1 27.4 5.4 16.1

平成10年 25.9 3.6 15.4 28.7 5.6 16.8 28.8 5.7 16.8

平成11年 25.5 3.0 14.9 28.6 6.2 17.1 28.6 6.2 17.2

平成12年 25.7 3.5 14.9 29.2 6.1 17.0 29.3 6.1 17.0

平成13年 26.3 2.5 14.8 30.0 5.3 16.8 30.2 5.3 16.9

平成14年 25.9 4.6 14.9 30.1 6.7 17.3 30.1 6.7 17.4

平成15年 25.4 3.0 14.6 27.9 5.7 16.3 27.9 5.7 16.3

平成16年 25.5 3.1 15.4 29.6 6.1 17.3 29.7 6.1 17.4

10ヵ年最大値 26.3 4.6 15.4 30.1 6.7 17.3 30.2 6.7 17.4

10ヵ年最小値 25.3 2.5 14.1 27.3 4.2 15.3 27.4 4.3 15.3

10ヵ年平均値 25.7 3.3 14.8 29.0 5.7 16.6 29.0 5.7 16.6

対策なし フェンス
ダム建設前

ダム建設後

単位　日数：日　差：℃

温水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 83 3.3 1.2 84 3.3 1.2

平成8年 71 3.9 1.1 71 3.9 1.1

平成9年 109 2.2 0.7 109 2.2 0.8

平成10年 159 3.2 1.1 165 3.2 1.1

平成11年 198 3.8 1.6 198 4.1 1.6

平成12年 211 3.5 1.2 216 3.7 1.3

平成13年 149 4.2 1.5 161 4.4 1.5

平成14年 190 4.7 1.5 194 4.8 1.5

平成15年 114 3.7 1.2 125 3.8 1.2

平成16年 207 4.2 1.5 208 4.3 1.5

10ヵ年最大値 211 4.7 1.6 216 4.8 1.6

10ヵ年最小値 71 2.2 0.7 71 2.2 0.8

10ヵ年平均値 149.1 3.7 1.3 153.1 3.8 1.3

ダム建設後

対策なし フェンス

単位　日数：日　差：℃

冷水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 3 -2.6 -2.1 4 -2.6 -1.5

平成8年 9 -9.8 -3.3 9 -9.8 -3.4

平成9年 4 -2.4 -1.3 7 -2.4 -1.0

平成10年 2 -2.9 -1.7 3 -2.7 -1.2

平成11年 3 -6.0 -2.8 4 -6.0 -2.3

平成12年 7 -7.3 -4.9 9 -7.3 -3.9

平成13年 4 -7.5 -4.0 5 -5.8 -2.6

平成14年 3 -7.5 -5.0 3 -7.5 -5.0

平成15年 1 -0.7 -0.7 2 -0.7 -0.6

平成16年 4 -5.6 -3.8 4 -5.6 -3.8

10ヵ年最大値 9 -0.7 -0.7 9 -0.7 -0.6

10ヵ年最小値 1 -9.8 -5.0 2 -9.8 -5.0

10ヵ年平均値 4.0 -5.2 -3.0 5.0 -5.0 -2.5

ダム建設後

対策なし フェンス
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フェンス（フラッシュ放流あり） 

表層 TP 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 0.284 0.024 0.044 0.073 0.013 0.028 0.075 0.012 0.027

平成8年 0.150 0.019 0.042 0.048 0.008 0.025 0.048 0.007 0.025

平成9年 0.265 0.026 0.047 0.071 0.011 0.031 0.074 0.011 0.031

平成10年 0.285 0.021 0.056 0.078 0.016 0.034 0.079 0.016 0.033

平成11年 0.444 0.000 0.041 0.074 0.008 0.029 0.079 0.008 0.029

平成12年 0.229 0.009 0.036 0.063 0.006 0.024 0.066 0.006 0.024

平成13年 0.185 0.015 0.046 0.062 0.008 0.029 0.064 0.008 0.029

平成14年 0.106 0.000 0.034 0.041 0.009 0.022 0.041 0.010 0.022

平成15年 0.189 0.019 0.053 0.064 0.015 0.033 0.066 0.015 0.033

平成16年 0.232 0.020 0.050 0.062 0.012 0.031 0.065 0.012 0.031

10ヵ年最大値 0.444 0.026 0.056 0.078 0.016 0.034 0.079 0.016 0.033

10ヵ年最小値 0.106 0.000 0.034 0.041 0.006 0.022 0.041 0.006 0.022

10ヵ年平均値 0.237 0.015 0.045 0.064 0.010 0.029 0.066 0.011 0.028

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス
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フェンス（フラッシュ放流あり） 

表層クロロフィル a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：μ g/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 － － － 25.6 0.6 8.7 25.0 0.7 8.7

平成8年 － － － 24.8 0.3 9.1 24.7 0.3 9.1

平成9年 － － － 27.9 0.8 9.3 28.0 0.7 9.1

平成10年 － － － 26.0 1.0 9.6 26.1 1.1 9.5

平成11年 － － － 30.3 0.3 9.1 30.1 0.4 8.9

平成12年 － － － 20.9 0.3 8.4 20.8 0.3 8.3

平成13年 － － － 22.4 1.1 9.7 22.6 1.1 9.6

平成14年 － － － 28.7 0.3 9.8 28.9 0.4 9.8

平成15年 － － － 26.0 0.5 9.7 25.8 0.5 9.5

平成16年 － － － 25.1 0.9 9.8 25.1 0.9 9.7

10ヵ年最大値 － － － 30.3 1.1 9.8 30.1 1.1 9.8

10ヵ年最小値 － － － 20.9 0.3 8.4 20.8 0.3 8.3

10ヵ年平均値 － － － 25.8 0.6 9.3 25.7 0.6 9.2

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス
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フェンス（フラッシュ放流あり） 

放流 BOD 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.8 0.5 0.8 2.0 0.4 0.9 2.3 0.4 0.9

平成8年 2.8 0.4 0.7 1.5 0.4 0.9 1.5 0.4 0.9

平成9年 5.3 0.5 0.8 2.0 0.5 1.0 2.2 0.5 1.0

平成10年 5.8 0.4 1.0 2.3 0.6 1.0 2.4 0.6 1.0

平成11年 9.3 0.3 0.7 2.9 0.5 1.0 2.9 0.5 1.0

平成12年 4.5 0.3 0.6 1.6 0.4 0.9 1.8 0.4 0.9

平成13年 3.6 0.4 0.8 1.7 0.5 1.0 1.7 0.5 1.0

平成14年 1.9 0.3 0.6 1.7 0.4 0.9 1.7 0.4 0.9

平成15年 3.7 0.4 0.9 1.7 0.5 1.0 1.7 0.5 1.0

平成16年 4.7 0.4 0.9 2.3 0.6 1.0 2.6 0.6 1.0

10ヵ年最大値 9.3 0.5 1.0 2.9 0.6 1.0 2.9 0.6 1.0

10ヵ年最小値 1.9 0.3 0.6 1.5 0.4 0.9 1.5 0.4 0.9

10ヵ年平均値 4.7 0.4 0.8 2.0 0.5 1.0 2.1 0.5 1.0

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス
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（3）浅層曝気の予測結果 
 

 目的：富栄養化対策 

     冷水対策（フラッシュ放流時） 

 

 運用方法： 

   基数     ：1基 

設置箇所   ：ダムサイトより 500m上流 

吐き出し口標高：湖底より 10m上 

空気量    ：3,700L/分※ 

運転期間   ：3月 21日～8月 31日 

    （水温勾配が 0.5℃/m以上となりやすい 4月～8月を基本とし、 

4/1に大規模なフラッシュ放流があるため、開始時期を早めた） 

 
※空気量の目安として、右記の K値がある。 

安威川ダムの湛水面積（常満時 0.310km2）から 

k値（＝Σ(Qb^0.5）/A（Qb：空気量 L/min、A：湛水面積 km2）を算出した結果、 

196 となり、概ね 200であることから、効果が期待できる諸元と考えられる 

（k値の目安として 200があげられる）。 
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水温勾配（表層～3m）0.5以上の割合（H7～H16）

 出典：「曝気循環によるアオコ障害抑制指標としての水温勾配」 

（今本他、大ダム、2012.7） 

事例 

 出典：曝気循環施設及び選択取水設備の運用マニュアル（案）を編集 

図 安威川ダムにおける水温勾配（シミュレーション結果から算出） 



資料-59 

浅層曝気（フラッシュ放流あり） 

放流 SS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：日

SS25mg/L超過日数

平成7年 20 10 11

平成8年 13 0 0

平成9年 27 6 6

平成10年 37 15 15

平成11年 22 9 9

平成12年 9 3 2

平成13年 22 2 2

平成14年 9 0 0

平成15年 36 4 3

平成16年 26 9 9

10ヵ年最大値 37 15 15

10ヵ年最小値 9 0 0

10ヵ年平均値 22.1 5.8 5.7

ダム建設前

ダム建設後

曝気運用なし 曝気運用あり

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 519.4 0.2 10.1 113.3 0.2 2.6 113.7 0.2 3.3

平成8年 108.0 0.0 5.9 8.6 0.1 1.0 6.5 0.1 1.1

平成9年 445.8 0.8 10.6 100.7 0.1 2.9 100.4 0.1 3.5

平成10年 502.8 0.0 16.2 128.6 0.3 4.9 128.6 0.4 5.2

平成11年 1259.3 0.0 12.4 281.4 0.1 4.2 281.2 0.2 4.9

平成12年 310.6 0.0 5.0 65.3 0.1 1.9 65.4 0.1 2.1

平成13年 201.0 0.0 8.1 50.3 0.2 1.9 51.9 0.3 2.3

平成14年 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 3.5 0.1 0.7

平成15年 190.5 0.9 12.1 37.1 0.3 2.8 36.8 0.3 3.3

平成16年 523.4 0.0 11.3 100.2 0.2 3.9 101.1 0.2 4.1

10ヵ年最大値 1259.3 0.9 16.2 281.4 0.3 4.9 281.2 0.4 5.2

10ヵ年最小値 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 3.5 0.1 0.7

10ヵ年平均値 410.8 0.2 9.5 88.9 0.2 2.7 88.9 0.2 3.0

ダム建設前
曝気運用なし 曝気運用あり

ダム建設後

単位：日

選択取水運用なし 選択取水運用あり 選択取水運用なし 選択取水運用あり 選択取水運用なし 選択取水運用あり 選択取水運用なし 選択取水運用あり

平成7年 18 70 5 26 3 3 1 0

平成8年 17 25 9 9 0 0 0 0

平成9年 42 75 14 27 0 7 0 1

平成10年 32 35 26 26 12 12 3 3

平成11年 80 111 13 17 4 14 2 2

平成12年 119 130 29 29 5 5 0 0

平成13年 46 80 8 23 2 7 0 0

平成14年 72 80 10 11 0 0 0 0

平成15年 33 39 11 15 0 1 0 0

平成16年 62 75 20 20 13 14 6 6

10ヵ年最大値 119 130 29 29 13 14 6 6

10ヵ年最小値 17 25 5 9 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.1 72.0 14.5 20.3 3.9 6.3 1.2 1.2

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数
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浅層曝気（フラッシュ放流あり） 

放流水温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 26.1 3.4 14.4 29.0 5.2 15.6 28.6 5.2 15.6

平成8年 25.5 3.0 14.1 29.4 4.2 15.3 28.3 4.3 15.4

平成9年 25.3 3.7 14.5 27.3 5.5 16.1 27.1 5.5 16.0

平成10年 25.9 3.6 15.4 28.7 5.6 16.8 28.6 5.7 16.8

平成11年 25.5 3.0 14.9 28.6 6.2 17.1 28.3 6.1 17.0

平成12年 25.7 3.5 14.9 29.2 6.1 17.0 29.1 6.1 17.1

平成13年 26.3 2.5 14.8 30.0 5.3 16.8 29.6 5.3 16.8

平成14年 25.9 4.6 14.9 30.1 6.7 17.3 29.5 6.7 17.6

平成15年 25.4 3.0 14.6 27.9 5.7 16.3 28.0 5.8 16.3

平成16年 25.5 3.1 15.4 29.6 6.1 17.3 29.1 6.1 17.4

10ヵ年最大値 26.3 4.6 15.4 30.1 6.7 17.3 29.6 6.7 17.6

10ヵ年最小値 25.3 2.5 14.1 27.3 4.2 15.3 27.1 4.3 15.4

10ヵ年平均値 25.7 3.3 14.8 29.0 5.7 16.6 28.6 5.7 16.6

ダム建設前
ダム建設後

曝気運用なし 曝気運用あり

単位　日数：日　差：℃

温水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 83 3.3 1.2 90 2.8 1.2

平成8年 71 3.9 1.1 67 2.7 0.9

平成9年 109 2.2 0.7 94 2.2 0.7

平成10年 159 3.2 1.1 156 3.0 1.1

平成11年 198 3.8 1.6 198 3.8 1.5

平成12年 211 3.5 1.2 224 4.0 1.4

平成13年 149 4.2 1.5 164 3.9 1.3

平成14年 190 4.7 1.5 204 4.0 1.6

平成15年 114 3.7 1.2 113 4.0 1.3

平成16年 207 4.2 1.5 208 3.9 1.4

10ヵ年最大値 211 4.7 1.6 224 4.0 1.6

10ヵ年最小値 71 2.2 0.7 67 2.2 0.7

10ヵ年平均値 149.1 3.7 1.3 151.8 3.4 1.2

ダム建設後

曝気運用なし 曝気運用あり

単位　日数：日　差：℃

冷水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 3 -2.6 -2.1 0 0.0 #DIV/0!

平成8年 9 -9.8 -3.3 6 -0.6 -0.2

平成9年 4 -2.4 -1.3 0 0.0 #DIV/0!

平成10年 2 -2.9 -1.7 0 0.0 #DIV/0!

平成11年 3 -6.0 -2.8 0 0.0 #DIV/0!

平成12年 7 -7.3 -4.9 0 0.0 #DIV/0!

平成13年 4 -7.5 -4.0 0 0.0 #DIV/0!

平成14年 3 -7.5 -5.0 0 0.0 #DIV/0!

平成15年 1 -0.7 -0.7 0 0.0 #DIV/0!

平成16年 4 -5.6 -3.8 0 0.0 #DIV/0!

10ヵ年最大値 9 -0.7 -0.7 6 0.0 #DIV/0!

10ヵ年最小値 1 -9.8 -5.0 0 -0.6 #DIV/0!

10ヵ年平均値 4.0 -5.2 -3.0 0.6 -0.1 #DIV/0!

ダム建設後

曝気運用なし 曝気運用あり
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浅層曝気（フラッシュ放流あり） 

表層 TP 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 0.284 0.024 0.044 0.073 0.013 0.028 0.072 0.013 0.032

平成8年 0.150 0.019 0.042 0.048 0.008 0.025 0.045 0.011 0.029

平成9年 0.265 0.026 0.047 0.071 0.011 0.031 0.072 0.013 0.035

平成10年 0.285 0.021 0.056 0.078 0.016 0.034 0.077 0.021 0.038

平成11年 0.444 0.000 0.041 0.074 0.008 0.029 0.074 0.015 0.034

平成12年 0.229 0.009 0.036 0.063 0.006 0.024 0.063 0.015 0.029

平成13年 0.185 0.015 0.046 0.062 0.008 0.029 0.056 0.021 0.034

平成14年 0.106 0.000 0.034 0.041 0.009 0.022 0.037 0.013 0.028

平成15年 0.189 0.019 0.053 0.064 0.015 0.033 0.062 0.021 0.037

平成16年 0.232 0.020 0.050 0.062 0.012 0.031 0.062 0.012 0.035

10ヵ年最大値 0.444 0.026 0.056 0.078 0.016 0.034 0.077 0.021 0.038

10ヵ年最小値 0.106 0.000 0.034 0.041 0.006 0.022 0.037 0.011 0.028

10ヵ年平均値 0.237 0.015 0.045 0.064 0.010 0.029 0.062 0.015 0.033

ダム建設前
ダム建設後

曝気運用なし 曝気運用あり
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浅層曝気（フラッシュ放流あり） 

表層クロロフィル a 
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単位：μ g/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 － － － 25.6 0.6 8.7 12.9 0.5 4.5

平成8年 － － － 24.8 0.3 9.1 10.0 0.3 4.1

平成9年 － － － 27.9 0.8 9.3 12.6 0.7 4.7

平成10年 － － － 26.0 1.0 9.6 13.1 0.7 5.5

平成11年 － － － 30.3 0.3 9.1 14.1 0.3 4.0

平成12年 － － － 20.9 0.3 8.4 13.2 0.3 3.4

平成13年 － － － 22.4 1.1 9.7 11.4 0.8 4.6

平成14年 － － － 28.7 0.3 9.8 16.1 0.4 3.3

平成15年 － － － 26.0 0.5 9.7 11.3 0.7 5.5

平成16年 － － － 25.1 0.9 9.8 13.7 1.0 5.2

10ヵ年最大値 － － － 30.3 1.1 9.8 16.1 1.0 5.5

10ヵ年最小値 － － － 20.9 0.3 8.4 10.0 0.3 3.3

10ヵ年平均値 － － － 25.8 0.6 9.3 12.8 0.6 4.5

ダム建設前
ダム建設後

曝気運用なし 曝気運用あり
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浅層曝気（フラッシュ放流あり） 

放流 BOD 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.8 0.5 0.8 2.0 0.4 0.9 2.1 0.4 0.7

平成8年 2.8 0.4 0.7 1.5 0.4 0.9 1.1 0.3 0.7

平成9年 5.3 0.5 0.8 2.0 0.5 1.0 2.0 0.5 0.8

平成10年 5.8 0.4 1.0 2.3 0.6 1.0 2.3 0.4 0.9

平成11年 9.3 0.3 0.7 2.9 0.5 1.0 2.9 0.5 0.8

平成12年 4.5 0.3 0.6 1.6 0.4 0.9 1.6 0.4 0.7

平成13年 3.6 0.4 0.8 1.7 0.5 1.0 1.4 0.5 0.8

平成14年 1.9 0.3 0.6 1.7 0.4 0.9 1.1 0.4 0.6

平成15年 3.7 0.4 0.9 1.7 0.5 1.0 1.6 0.5 0.9

平成16年 4.7 0.4 0.9 2.3 0.6 1.0 2.3 0.5 0.9

10ヵ年最大値 9.3 0.5 1.0 2.9 0.6 1.0 2.9 0.5 0.9

10ヵ年最小値 1.9 0.3 0.6 1.5 0.4 0.9 1.1 0.3 0.6

10ヵ年平均値 4.7 0.4 0.8 2.0 0.5 1.0 1.8 0.4 0.8

ダム建設前
ダム建設後

曝気運用なし 曝気運用あり
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（4）複合対策の予測結果 

複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 

放流 SS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：日

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気 対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気 対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気 対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気

平成7年 18 67 5 18 3 1 1 1

平成8年 17 34 9 10 0 0 0 0

平成9年 42 78 14 22 0 5 0 1

平成10年 32 28 26 9 12 7 3 2

平成11年 80 105 13 17 4 8 2 3

平成12年 119 117 29 20 5 14 0 0

平成13年 46 91 8 23 2 9 0 0

平成14年 72 84 10 13 0 0 0 0

平成15年 33 46 11 15 0 6 0 0

平成16年 62 92 20 20 13 16 6 4

10ヵ年最大値 119 117 29 23 13 16 6 4

10ヵ年最小値 17 28 5 9 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.1 74.2 14.5 16.7 3.9 6.6 1.2 1.1

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 519.4 0.2 10.1 113.3 0.2 2.6 112.7 0.2 3.1

平成8年 108.0 0.0 5.9 8.6 0.1 1.0 8.9 0.1 1.3

平成9年 445.8 0.8 10.6 100.7 0.1 2.9 102.7 0.1 3.5

平成10年 502.8 0.0 16.2 128.6 0.3 4.9 128.7 0.4 5.0

平成11年 1259.3 0.0 12.4 281.4 0.1 4.2 262.7 0.2 4.8

平成12年 310.6 0.0 5.0 65.3 0.1 1.9 59.3 0.2 2.2

平成13年 201.0 0.0 8.1 50.3 0.2 1.9 49.9 0.3 2.6

平成14年 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 3.0 0.1 0.8

平成15年 190.5 0.9 12.1 37.1 0.3 2.8 35.0 0.3 3.4

平成16年 523.4 0.0 11.3 100.2 0.2 3.9 123.4 0.2 4.0

10ヵ年最大値 1259.3 0.9 16.2 281.4 0.3 4.9 262.7 0.4 5.0

10ヵ年最小値 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 3.0 0.1 0.8

10ヵ年平均値 410.8 0.2 9.5 88.9 0.2 2.7 88.6 0.2 3.1

ダム建設前
対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気

ダム建設後

単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

平成7年 18 67 平成7年 20 10 11

平成8年 17 34 平成8年 13 0 0

平成9年 42 78 平成9年 27 6 7

平成10年 32 28 平成10年 37 15 12

平成11年 80 105 平成11年 22 9 9

平成12年 119 117 平成12年 9 3 2

平成13年 46 91 平成13年 22 2 2

平成14年 72 84 平成14年 9 0 0

平成15年 33 46 平成15年 36 4 4

平成16年 62 92 平成16年 26 9 7

10ヵ年最大値 119 117 10ヵ年最大値 37 15 12

10ヵ年最小値 17 28 10ヵ年最小値 9 0 0

10ヵ年平均値 52.1 74.2 10ヵ年平均値 22.1 5.8 5.4

ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気

ダム建設前

ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気
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複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 

放流水温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位　日数：日　差：℃

温水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 83 3.3 1.2 73 2.6 1.0

平成8年 71 3.9 1.1 32 1.6 0.4

平成9年 109 2.2 0.7 61 1.6 0.5

平成10年 159 3.2 1.1 128 2.4 0.8

平成11年 198 3.8 1.6 144 3.4 1.3

平成12年 211 3.5 1.2 157 3.8 1.2

平成13年 149 4.2 1.5 100 3.2 1.0

平成14年 190 4.7 1.5 145 3.5 1.3

平成15年 114 3.7 1.2 78 2.7 0.9

平成16年 207 4.2 1.5 166 3.5 1.0

10ヵ年最大値 211 4.7 1.6 166 3.8 1.3

10ヵ年最小値 71 2.2 0.7 32 1.6 0.4

10ヵ年平均値 149.1 3.7 1.3 108.4 2.8 0.9

ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気
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単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 26.1 3.4 14.4 29.0 5.2 15.6 27.7 5.1 15.3

平成8年 25.5 3.0 14.1 29.4 4.2 15.3 27.3 4.2 14.9

平成9年 25.3 3.7 14.5 27.3 5.5 16.1 26.1 5.4 15.6

平成10年 25.9 3.6 15.4 28.7 5.6 16.8 28.3 5.5 16.5

平成11年 25.5 3.0 14.9 28.6 6.2 17.1 27.2 6.0 16.4

平成12年 25.7 3.5 14.9 29.2 6.1 17.0 28.8 6.0 16.5

平成13年 26.3 2.5 14.8 30.0 5.3 16.8 29.1 5.3 16.2

平成14年 25.9 4.6 14.9 30.1 6.7 17.3 28.8 6.7 16.9

平成15年 25.4 3.0 14.6 27.9 5.7 16.3 26.1 5.6 15.8

平成16年 25.5 3.1 15.4 29.6 6.1 17.3 28.3 5.9 16.8

10ヵ年最大値 26.3 4.6 15.4 30.1 6.7 17.3 29.1 6.7 16.9

10ヵ年最小値 25.3 2.5 14.1 27.3 4.2 15.3 26.1 4.2 14.9

10ヵ年平均値 25.7 3.3 14.8 29.0 5.7 16.6 27.8 5.6 16.1

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気

単位　日数：日　差：℃

冷水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 3 -2.6 -2.1 2 -0.2 -0.1

平成8年 9 -9.8 -3.3 11 -0.5 -0.2

平成9年 4 -2.4 -1.3 3 -0.4 -0.3

平成10年 2 -2.9 -1.7 0 0.0

平成11年 3 -6.0 -2.8 0 0.0

平成12年 7 -7.3 -4.9 0 0.0

平成13年 4 -7.5 -4.0 0 0.0

平成14年 3 -7.5 -5.0 0 0.0

平成15年 1 -0.7 -0.7 1 -0.4 -0.4

平成16年 4 -5.6 -3.8 0 0.0

10ヵ年最大値 9 -0.7 -0.7 11 0.0 -0.1

10ヵ年最小値 1 -9.8 -5.0 0 -0.5 -0.4

10ヵ年平均値 4.0 -5.2 -3.0 1.7 -0.1 -0.2

ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気
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複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 0.284 0.024 0.044 0.073 0.013 0.028 0.075 0.013 0.032

平成8年 0.150 0.019 0.042 0.048 0.008 0.025 0.046 0.012 0.029

平成9年 0.265 0.026 0.047 0.071 0.011 0.031 0.075 0.013 0.034

平成10年 0.285 0.021 0.056 0.078 0.016 0.034 0.079 0.020 0.037

平成11年 0.444 0.000 0.041 0.074 0.008 0.029 0.079 0.015 0.033

平成12年 0.229 0.009 0.036 0.063 0.006 0.024 0.066 0.014 0.028

平成13年 0.185 0.015 0.046 0.062 0.008 0.029 0.062 0.021 0.034

平成14年 0.106 0.000 0.034 0.041 0.009 0.022 0.038 0.014 0.028

平成15年 0.189 0.019 0.053 0.064 0.015 0.033 0.065 0.020 0.036

平成16年 0.232 0.020 0.050 0.062 0.012 0.031 0.065 0.012 0.035

10ヵ年最大値 0.444 0.026 0.056 0.078 0.016 0.034 0.079 0.021 0.037

10ヵ年最小値 0.106 0.000 0.034 0.041 0.006 0.022 0.038 0.012 0.028

10ヵ年平均値 0.237 0.015 0.045 0.064 0.010 0.029 0.065 0.015 0.032

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気
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複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 

表層クロロフィル a 
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単位：μ g/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 － － － 25.6 0.6 8.7 13.3 0.5 4.4

平成8年 － － － 24.8 0.3 9.1 10.1 0.3 4.0

平成9年 － － － 27.9 0.8 9.3 12.6 0.7 4.7

平成10年 － － － 26.0 1.0 9.6 14.2 0.7 5.6

平成11年 － － － 30.3 0.3 9.1 14.1 0.4 3.9

平成12年 － － － 20.9 0.3 8.4 11.6 0.3 3.3

平成13年 － － － 22.4 1.1 9.7 11.0 0.8 4.4

平成14年 － － － 28.7 0.3 9.8 15.2 0.4 3.3

平成15年 － － － 26.0 0.5 9.7 12.6 0.6 5.5

平成16年 － － － 25.1 0.9 9.8 13.9 1.0 5.2

10ヵ年最大値 － － － 30.3 1.1 9.8 15.2 1.0 5.6

10ヵ年最小値 － － － 20.9 0.3 8.4 10.1 0.3 3.3

10ヵ年平均値 － － － 25.8 0.6 9.3 12.9 0.6 4.4

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気
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複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.8 0.5 0.8 2.0 0.4 0.9 2.3 0.4 0.7

平成8年 2.8 0.4 0.7 1.5 0.4 0.9 1.1 0.3 0.7

平成9年 5.3 0.5 0.8 2.0 0.5 1.0 2.2 0.5 0.8

平成10年 5.8 0.4 1.0 2.3 0.6 1.0 2.4 0.4 0.9

平成11年 9.3 0.3 0.7 2.9 0.5 1.0 2.9 0.4 0.8

平成12年 4.5 0.3 0.6 1.6 0.4 0.9 1.8 0.3 0.7

平成13年 3.6 0.4 0.8 1.7 0.5 1.0 1.5 0.5 0.8

平成14年 1.9 0.3 0.6 1.7 0.4 0.9 1.0 0.4 0.6

平成15年 3.7 0.4 0.9 1.7 0.5 1.0 1.7 0.5 0.9

平成16年 4.7 0.4 0.9 2.3 0.6 1.0 2.6 0.5 0.9

10ヵ年最大値 9.3 0.5 1.0 2.9 0.6 1.0 2.9 0.5 0.9

10ヵ年最小値 1.9 0.3 0.6 1.5 0.4 0.9 1.0 0.3 0.6

10ヵ年平均値 4.7 0.4 0.8 2.0 0.5 1.0 1.9 0.4 0.8

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気
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複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 13.7 8.2 10.6 12.5 6.4 9.9 12.5 6.3 9.6

平成8年 13.8 8.3 10.7 12.8 7.5 10.2 12.6 6.8 9.8

平成9年 13.5 8.4 10.6 12.4 6.3 10.0 12.3 6.8 9.6

平成10年 13.6 8.3 10.4 12.2 7.0 9.8 12.1 6.7 9.5

平成11年 13.9 8.3 10.5 12.5 6.9 9.7 11.8 6.6 9.3

平成12年 13.6 8.3 10.5 12.2 7.5 9.7 12.0 6.3 9.3

平成13年 13.9 8.2 10.5 12.4 7.2 9.9 12.4 6.1 9.4

平成14年 13.2 8.3 10.5 12.4 7.4 9.7 11.9 6.2 9.1

平成15年 13.8 8.4 10.6 12.4 6.8 9.9 12.2 6.8 9.6

平成16年 13.8 8.3 10.4 12.2 7.3 9.8 11.9 6.4 9.4

10ヵ年最大値 13.9 8.4 10.7 12.8 7.5 10.2 12.6 6.8 9.8

10ヵ年最小値 13.2 8.2 10.4 12.2 6.3 9.7 11.8 6.1 9.1

10ヵ年平均値 13.7 8.3 10.5 12.4 7.0 9.9 12.2 6.5 9.5

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気



資料-70 

複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 
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資料-71 

複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 

下流河川 

茨木川合流前 SS 
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基準値

茨木川合流前

SS
平成16年

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 514.5 0.3 9.9 126.5 0.2 2.8 125.9 0.2 3.2

平成8年 105.7 0.1 5.7 8.4 0.2 1.1 8.5 0.1 1.3

平成9年 440.8 0.9 10.3 111.0 0.2 3.0 112.9 0.2 3.6

平成10年 498.1 0.1 15.7 137.0 0.3 5.0 139.3 0.5 5.1

平成11年 1264.4 0.0 12.2 330.1 0.1 4.4 312.2 0.2 5.0

平成12年 305.9 0.1 4.9 71.6 0.1 2.0 65.9 0.2 2.2

平成13年 197.1 0.1 7.8 53.1 0.2 2.0 52.8 0.4 2.6

平成14年 45.7 0.1 3.2 4.4 0.2 0.7 3.5 0.2 0.9

平成15年 186.9 1.0 11.8 39.8 0.4 2.9 38.3 0.4 3.5

平成16年 516.3 0.1 11.0 100.9 0.3 4.0 122.9 0.3 4.1

10ヵ年最大値 1264.4 1.0 15.7 330.1 0.4 5.0 312.2 0.5 5.1

10ヵ年最小値 45.7 0.0 3.2 4.4 0.1 0.7 3.5 0.1 0.9

10ヵ年平均値 407.5 0.3 9.3 98.3 0.2 2.8 98.2 0.3 3.2

ダム建設前
対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気

ダム建設後

単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

平成7年 18 67 平成7年 19 10 11

平成8年 17 34 平成8年 13 0 0

平成9年 42 78 平成9年 26 6 7

平成10年 32 28 平成10年 33 15 12

平成11年 80 105 平成11年 22 9 9

平成12年 119 117 平成12年 9 3 3

平成13年 46 91 平成13年 18 2 2

平成14年 72 84 平成14年 8 0 0

平成15年 33 46 平成15年 33 4 5

平成16年 62 92 平成16年 25 10 6

10ヵ年最大値 119 117 10ヵ年最大値 33 15 12

10ヵ年最小値 17 28 10ヵ年最小値 8 0 0

10ヵ年平均値 52.1 74.2 10ヵ年平均値 20.6 5.9 5.5

ダム建設後

対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気

ダム建設前

ダム建設後

対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気

単位：日

対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気 対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気 対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気 対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気

平成7年 18 67 5 18 3 1 1 1

平成8年 17 34 9 10 0 0 0 0

平成9年 42 78 14 22 0 3 0 1

平成10年 32 28 26 9 12 7 3 2

平成11年 80 105 13 17 4 8 2 3

平成12年 119 117 29 20 5 13 0 0

平成13年 46 91 8 23 2 9 0 0

平成14年 72 84 10 13 0 0 0 0

平成15年 33 46 11 15 0 5 0 0

平成16年 62 92 20 20 13 15 6 3

10ヵ年最大値 119 117 29 23 13 15 6 3

10ヵ年最小値 17 28 5 9 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.1 74.2 14.5 16.7 3.9 6.1 1.2 1.0

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数



資料-72 

複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 

下流河川 

茨木川合流前水温 
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水温
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単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 25.5 3.4 14.1 28.4 5.1 15.3 26.9 5.0 15.0

平成8年 25.0 2.9 13.9 28.7 4.1 15.0 26.8 4.1 14.6

平成9年 24.9 3.7 14.2 26.7 5.3 15.7 25.6 5.3 15.3

平成10年 25.4 3.5 15.1 28.1 5.5 16.4 27.7 5.4 16.2

平成11年 25.0 3.0 14.7 27.9 6.0 16.7 26.6 5.8 16.1

平成12年 25.4 3.4 14.6 28.5 5.9 16.6 28.2 5.8 16.2

平成13年 25.9 2.5 14.5 29.3 5.2 16.4 28.8 5.2 15.9

平成14年 25.4 4.4 14.7 29.3 6.4 16.9 28.7 6.4 16.5

平成15年 24.9 2.9 14.3 27.2 5.6 15.9 25.6 5.4 15.4

平成16年 25.1 3.1 15.1 28.9 5.9 17.0 27.5 5.8 16.4

10ヵ年最大値 25.9 4.4 15.1 29.3 6.4 17.0 28.8 6.4 16.5

10ヵ年最小値 24.9 2.5 13.9 26.7 4.1 15.0 25.6 4.1 14.6

10ヵ年平均値 25.3 3.3 14.5 28.3 5.5 16.2 27.2 5.4 15.7

ダム建設前
ダム建設後

対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気

単位　日数：日　差：℃

温水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 80 3.0 1.3 71 2.7 1.0

平成8年 69 3.5 1.1 32 2.0 0.7

平成9年 110 2.2 0.8 65 2.1 0.6

平成10年 157 3.0 1.1 130 2.4 0.9

平成11年 199 3.8 1.5 144 3.1 1.3

平成12年 215 3.3 1.2 157 3.6 1.2

平成13年 150 3.7 1.5 105 3.9 1.0

平成14年 193 4.2 1.4 142 3.8 1.2

平成15年 119 3.4 1.2 81 3.6 0.9

平成16年 208 4.0 1.4 167 3.3 1.0

10ヵ年最大値 215 4.2 1.5 167 3.9 1.3

10ヵ年最小値 69 2.2 0.8 32 2.0 0.6

10ヵ年平均値 150.0 3.4 1.3 109.4 3.1 1.0

ダム建設後

対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気

単位　日数：日　差：℃

冷水日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 3 -2.4 -1.9 4 -0.2 -0.2

平成8年 9 -9.2 -3.1 13 -0.5 -0.2

平成9年 4 -2.1 -1.1 3 -0.3 -0.2

平成10年 2 -2.7 -1.6 0 0.0

平成11年 3 -4.7 -2.2 1 0.0 0.0

平成12年 7 -6.5 -4.4 2 -0.1 -0.1

平成13年 4 -6.7 -3.6 0 0.0

平成14年 3 -7.1 -4.4 0 0.0

平成15年 1 -0.5 -0.5 1 -0.4 -0.4

平成16年 3 -4.9 -4.5 0 0.0

10ヵ年最大値 9 -0.5 -0.5 13 0.0 0.0

10ヵ年最小値 1 -9.2 -4.5 0 -0.5 -0.4

10ヵ年平均値 3.9 -4.7 -2.7 2.4 -0.1 -0.2

ダム建設後

対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気



資料-73 

複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス）（フラッシュ放流あり） 

下流河川 

茨木川合流前 BOD 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成7年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成8年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成9年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成10年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成11年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成12年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成13年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成14年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成15年

0

1

2

3

4

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

B
OD
(
mg
/
L)

対策なし（フラッシュあり）
選択取水＋フェンス＋浅層曝気（フラッシュあり）
ダムなし
基準値

茨木川合流前

BOD
平成16年

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.5 0.5 0.8 2.0 0.5 0.9 2.2 0.4 0.7

平成8年 2.7 0.5 0.7 1.5 0.4 0.9 1.0 0.4 0.7

平成9年 5.1 0.5 0.8 1.9 0.5 1.0 2.1 0.5 0.8

平成10年 5.5 0.5 1.0 2.3 0.6 1.0 2.3 0.5 0.9

平成11年 8.9 0.3 0.8 2.8 0.5 1.0 2.8 0.5 0.8

平成12年 4.3 0.4 0.7 1.5 0.5 1.0 1.8 0.4 0.7

平成13年 3.5 0.4 0.8 1.6 0.5 1.0 1.4 0.5 0.8

平成14年 2.0 0.4 0.6 2.1 0.5 1.0 2.0 0.4 0.6

平成15年 3.5 0.5 0.9 1.6 0.5 1.0 1.6 0.5 0.9

平成16年 4.5 0.5 0.9 2.2 0.6 1.0 2.5 0.5 0.9

10ヵ年最大値 8.9 0.5 1.0 2.8 0.6 1.0 2.8 0.5 0.9

10ヵ年最小値 2.0 0.3 0.6 1.5 0.4 0.9 1.0 0.4 0.6

10ヵ年平均値 4.6 0.5 0.8 1.9 0.5 1.0 2.0 0.5 0.8

ダム建設前
ダム建設後

対策なし 選択取水＋フェンス＋浅層曝気
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（5）深層曝気の予測結果 
 

目的：底層への DO補給 

設置条件 

    基数：1基 

    設置箇所：ダムサイトより 500m上流 

    吸込口標高：湖底より 1m上 

    吐出口標高：湖底より 10m上 

運用条件 

運転期間：底層 DOが 4mg/l以下の期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事例 

比奈知ダムにおける深層曝気装置（水没式） 深層曝気装置の種類 

 出典：酒井健寿「ダム貯水池の水質管理(2)-水質保全対策と評価-」（ダム技術、No.344、2015.5） 

 出典：比奈知ダム資料 
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深層曝気（フラッシュ放流あり） 

底層 DO 
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深層曝気（フラッシュ放流あり） 

表層 DO 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 13.7 8.2 10.6 12.5 6.4 9.9 12.5 6.5 9.9

平成8年 13.8 8.3 10.7 12.8 7.5 10.2 13.0 7.6 10.2

平成9年 13.5 8.4 10.6 12.4 6.3 10.0 12.3 6.4 10.0

平成10年 13.6 8.3 10.4 12.2 7.0 9.8 12.2 7.1 9.8

平成11年 13.9 8.3 10.5 12.5 6.9 9.7 12.5 6.6 9.7

平成12年 13.6 8.3 10.5 12.2 7.5 9.7 12.2 7.2 9.7

平成13年 13.9 8.2 10.5 12.4 7.2 9.9 12.4 7.3 9.9

平成14年 13.2 8.3 10.5 12.4 7.4 9.7 12.3 7.4 9.8

平成15年 13.8 8.4 10.6 12.4 6.8 9.9 12.4 6.9 10.0

平成16年 13.8 8.3 10.4 12.2 7.3 9.8 12.2 7.3 9.8

10ヵ年最大値 13.9 8.4 10.7 12.8 7.5 10.2 13.0 7.6 10.2

10ヵ年最小値 13.2 8.2 10.4 12.2 6.3 9.7 12.2 6.4 9.7

10ヵ年平均値 13.7 8.3 10.5 12.4 7.0 9.9 12.4 7.0 9.9

ダム建設前
ダム建設後

深層曝気なし 深層曝気あり
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深層曝気（フラッシュ放流あり） 

放流水温 
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単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 26.1 3.4 14.4 29.0 5.2 15.6 29.0 5.2 15.6

平成8年 25.5 3.0 14.1 29.4 4.2 15.3 29.4 4.3 15.3

平成9年 25.3 3.7 14.5 27.3 5.5 16.1 27.3 5.4 16.1

平成10年 25.9 3.6 15.4 28.7 5.6 16.8 28.7 5.6 16.8

平成11年 25.5 3.0 14.9 28.6 6.2 17.1 28.6 6.1 17.1

平成12年 25.7 3.5 14.9 29.2 6.1 17.0 29.2 6.1 17.0

平成13年 26.3 2.5 14.8 30.0 5.3 16.8 30.0 5.3 16.8

平成14年 25.9 4.6 14.9 30.1 6.7 17.3 30.1 6.7 17.3

平成15年 25.4 3.0 14.6 27.9 5.7 16.3 27.9 5.7 16.3

平成16年 25.5 3.1 15.4 29.6 6.1 17.3 29.6 6.1 17.3

10ヵ年最大値 26.3 4.6 15.4 30.1 6.7 17.3 30.1 6.7 17.3

10ヵ年最小値 25.3 2.5 14.1 27.3 4.2 15.3 27.3 4.3 15.3

10ヵ年平均値 25.7 3.3 14.8 29.0 5.7 16.6 29.0 5.7 16.6

ダム建設前
ダム建設後

深層曝気なし 深層曝気あり

単位　日数：日　差：℃

温水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 83 3.3 1.2 83 3.3 1.2

平成8年 71 3.9 1.1 71 3.9 1.1

平成9年 109 2.2 0.7 109 2.2 0.7

平成10年 159 3.2 1.1 159 3.2 1.1

平成11年 198 3.8 1.6 198 3.7 1.6

平成12年 211 3.5 1.2 211 3.6 1.2

平成13年 149 4.2 1.5 150 4.2 1.5

平成14年 190 4.7 1.5 190 4.7 1.5

平成15年 114 3.7 1.2 116 3.7 1.2

平成16年 207 4.2 1.5 207 4.2 1.5

10ヵ年最大値 211 4.7 1.6 211 4.7 1.6

10ヵ年最小値 71 2.2 0.7 71 2.2 0.7

10ヵ年平均値 149.1 3.7 1.3 149.4 3.7 1.3

ダム建設後

深層曝気なし 深層曝気あり

単位　日数：日　差：℃

冷水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 3 -2.6 -2.1 3 -2.6 -2.1

平成8年 9 -9.8 -3.3 9 -9.8 -3.4

平成9年 4 -2.4 -1.3 4 -2.4 -1.2

平成10年 2 -2.9 -1.7 2 -2.9 -1.7

平成11年 3 -6.0 -2.8 3 -6.0 -2.8

平成12年 7 -7.3 -4.9 7 -7.3 -4.9

平成13年 4 -7.5 -4.0 4 -7.5 -4.0

平成14年 3 -7.5 -5.0 3 -7.5 -5.0

平成15年 1 -0.7 -0.7 1 -0.7 -0.7

平成16年 4 -5.6 -3.8 4 -5.6 -3.8

10ヵ年最大値 9 -0.7 -0.7 9 -0.7 -0.7

10ヵ年最小値 1 -9.8 -5.0 1 -9.8 -5.0

10ヵ年平均値 4.0 -5.2 -3.0 4.0 -5.2 -3.0

ダム建設後

深層曝気なし 深層曝気あり
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深層曝気（フラッシュ放流あり） 

表層クロロフィル a 
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単位：μ g/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 － － － 25.6 0.6 8.7 25.6 0.6 8.7

平成8年 － － － 24.8 0.3 9.1 24.8 0.3 9.1

平成9年 － － － 27.9 0.8 9.3 27.9 0.7 9.3

平成10年 － － － 26.0 1.0 9.6 26.0 1.0 9.6

平成11年 － － － 30.3 0.3 9.1 30.3 0.3 9.1

平成12年 － － － 20.9 0.3 8.4 20.6 0.3 8.4

平成13年 － － － 22.4 1.1 9.7 22.4 1.2 9.7

平成14年 － － － 28.7 0.3 9.8 28.6 0.4 9.8

平成15年 － － － 26.0 0.5 9.7 26.0 0.8 9.7

平成16年 － － － 25.1 0.9 9.8 25.1 0.9 9.8

10ヵ年最大値 － － － 30.3 1.1 9.8 30.3 1.2 9.8

10ヵ年最小値 － － － 20.9 0.3 8.4 20.6 0.3 8.4

10ヵ年平均値 － － － 25.8 0.6 9.3 25.7 0.6 9.3

ダム建設前
ダム建設後

深層曝気なし 深層曝気あり
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深層曝気（フラッシュ放流あり） 

底層 TP 
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深層曝気（フラッシュ放流あり） 

表層 TP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 0.284 0.024 0.044 0.073 0.013 0.028 0.073 0.013 0.027

平成8年 0.150 0.019 0.042 0.048 0.008 0.025 0.048 0.008 0.025

平成9年 0.265 0.026 0.047 0.071 0.011 0.031 0.071 0.011 0.031

平成10年 0.285 0.021 0.056 0.078 0.016 0.034 0.077 0.016 0.034

平成11年 0.444 0.000 0.041 0.074 0.008 0.029 0.074 0.008 0.029

平成12年 0.229 0.009 0.036 0.063 0.006 0.024 0.062 0.006 0.024

平成13年 0.185 0.015 0.046 0.062 0.008 0.029 0.062 0.008 0.028

平成14年 0.106 0.000 0.034 0.041 0.009 0.022 0.041 0.009 0.021

平成15年 0.189 0.019 0.053 0.064 0.015 0.033 0.064 0.015 0.032

平成16年 0.232 0.020 0.050 0.062 0.012 0.031 0.062 0.012 0.031

10ヵ年最大値 0.444 0.026 0.056 0.078 0.016 0.034 0.077 0.016 0.034

10ヵ年最小値 0.106 0.000 0.034 0.041 0.006 0.022 0.041 0.006 0.021

10ヵ年平均値 0.237 0.015 0.045 0.064 0.010 0.029 0.063 0.010 0.028

ダム建設前
ダム建設後

深層曝気なし 深層曝気あり
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深層曝気（フラッシュ放流あり） 

放流 BOD 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.8 0.5 0.8 2.0 0.4 0.9 2.0 0.4 0.9

平成8年 2.8 0.4 0.7 1.5 0.4 0.9 1.5 0.4 0.9

平成9年 5.3 0.5 0.8 2.0 0.5 1.0 2.0 0.5 1.0

平成10年 5.8 0.4 1.0 2.3 0.6 1.0 2.3 0.6 1.0

平成11年 9.3 0.3 0.7 2.9 0.5 1.0 2.9 0.5 1.0

平成12年 4.5 0.3 0.6 1.6 0.4 0.9 1.6 0.4 0.9

平成13年 3.6 0.4 0.8 1.7 0.5 1.0 1.7 0.5 1.0

平成14年 1.9 0.3 0.6 1.7 0.4 0.9 1.7 0.4 0.9

平成15年 3.7 0.4 0.9 1.7 0.5 1.0 1.7 0.5 1.0

平成16年 4.7 0.4 0.9 2.3 0.6 1.0 2.3 0.6 1.0

10ヵ年最大値 9.3 0.5 1.0 2.9 0.6 1.0 2.9 0.6 1.0

10ヵ年最小値 1.9 0.3 0.6 1.5 0.4 0.9 1.5 0.4 0.9

10ヵ年平均値 4.7 0.4 0.8 2.0 0.5 1.0 2.0 0.5 1.0

ダム建設前
ダム建設後

深層曝気なし 深層曝気あり
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深層曝気（フラッシュ放流あり） 

放流 SS 
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単位：日

深層曝気なし 深層曝気あり 深層曝気なし 深層曝気あり 深層曝気なし 深層曝気あり 深層曝気なし 深層曝気あり

平成7年 18 18 5 5 3 3 1 1

平成8年 17 17 9 9 0 0 0 0

平成9年 42 40 14 14 0 0 0 0

平成10年 32 32 26 26 12 12 3 3

平成11年 80 82 13 13 4 4 2 2

平成12年 119 119 29 29 5 5 0 0

平成13年 46 46 8 8 2 2 0 0

平成14年 72 73 10 10 0 0 0 0

平成15年 33 34 11 11 0 0 0 0

平成16年 62 62 20 20 13 13 6 6

10ヵ年最大値 119 119 29 29 13 13 6 6

10ヵ年最小値 17 17 5 5 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.1 52.3 14.5 14.5 3.9 3.9 1.2 1.2

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 519.4 0.2 10.1 113.3 0.2 2.6 113.3 0.2 2.6

平成8年 108.0 0.0 5.9 8.6 0.1 1.0 8.6 0.1 1.0

平成9年 445.8 0.8 10.6 100.7 0.1 2.9 100.7 0.1 2.9

平成10年 502.8 0.0 16.2 128.6 0.3 4.9 128.6 0.3 4.9

平成11年 1259.3 0.0 12.4 281.4 0.1 4.2 281.4 0.1 4.2

平成12年 310.6 0.0 5.0 65.3 0.1 1.9 65.4 0.1 1.9

平成13年 201.0 0.0 8.1 50.3 0.2 1.9 50.4 0.2 1.9

平成14年 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 4.1 0.1 0.6

平成15年 190.5 0.9 12.1 37.1 0.3 2.8 37.1 0.3 2.8

平成16年 523.4 0.0 11.3 100.2 0.2 3.9 100.2 0.2 3.9

10ヵ年最大値 1259.3 0.9 16.2 281.4 0.3 4.9 281.4 0.3 4.9

10ヵ年最小値 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 4.1 0.1 0.6

10ヵ年平均値 410.8 0.2 9.5 88.9 0.2 2.7 89.0 0.2 2.7

ダム建設前
深層曝気なし 深層曝気あり

ダム建設後

単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

平成7年 18 18 平成7年 20 10 10

平成8年 17 17 平成8年 13 0 0

平成9年 42 40 平成9年 27 6 6

平成10年 32 32 平成10年 37 15 15

平成11年 80 82 平成11年 22 9 9

平成12年 119 119 平成12年 9 3 3

平成13年 46 46 平成13年 22 2 2

平成14年 72 73 平成14年 9 0 0

平成15年 33 34 平成15年 36 4 4

平成16年 62 62 平成16年 26 9 9

10ヵ年最大値 119 119 10ヵ年最大値 37 15 15

10ヵ年最小値 17 17 10ヵ年最小値 9 0 0

10ヵ年平均値 52.1 52.3 10ヵ年平均値 22.1 5.8 5.8

ダム建設前

ダム建設後

深層曝気なし 深層曝気あり

ダム建設後

深層曝気なし 深層曝気あり
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（6）複合対策の予測結果 

複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス、深層曝気）（フラッシュ放流あり） 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 519.4 0.2 10.1 113.3 0.2 2.6 112.7 0.2 3.1

平成8年 108.0 0.0 5.9 8.6 0.1 1.0 8.8 0.1 1.3

平成9年 445.8 0.8 10.6 100.7 0.1 2.9 102.2 0.1 3.5

平成10年 502.8 0.0 16.2 128.6 0.3 4.9 128.7 0.4 5.0

平成11年 1259.3 0.0 12.4 281.4 0.1 4.2 262.7 0.2 4.9

平成12年 310.6 0.0 5.0 65.3 0.1 1.9 61.4 0.2 2.2

平成13年 201.0 0.0 8.1 50.3 0.2 1.9 49.0 0.3 2.6

平成14年 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 3.0 0.1 0.8

平成15年 190.5 0.9 12.1 37.1 0.3 2.8 34.2 0.3 3.5

平成16年 523.4 0.0 11.3 100.2 0.2 3.9 125.3 0.2 4.1

10ヵ年最大値 1259.3 0.9 16.2 281.4 0.3 4.9 262.7 0.4 5.0

10ヵ年最小値 47.1 0.0 3.3 4.1 0.1 0.6 3.0 0.1 0.8

10ヵ年平均値 410.8 0.2 9.5 88.9 0.2 2.7 88.8 0.2 3.1

ダム建設前
対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気

ダム建設後

単位：日 単位：日

濁水長期化日数 SS25mg/L超過日数

平成7年 18 67 平成7年 20 10 11

平成8年 17 34 平成8年 13 0 0

平成9年 42 77 平成9年 27 6 7

平成10年 32 28 平成10年 37 15 12

平成11年 80 105 平成11年 22 9 9

平成12年 119 116 平成12年 9 3 2

平成13年 46 95 平成13年 22 2 2

平成14年 72 84 平成14年 9 0 0

平成15年 33 48 平成15年 36 4 4

平成16年 62 94 平成16年 26 9 7

10ヵ年最大値 119 116 10ヵ年最大値 37 15 12

10ヵ年最小値 17 28 10ヵ年最小値 9 0 0

10ヵ年平均値 52.1 74.8 10ヵ年平均値 22.1 5.8 5.4

ダム建設前

ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気

ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気

単位：日

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気 対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気 対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気 対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気

平成7年 18 67 5 18 3 1 1 1

平成8年 17 34 9 10 0 0 0 0

平成9年 42 77 14 22 0 5 0 1

平成10年 32 28 26 9 12 7 3 2

平成11年 80 105 13 17 4 8 2 3

平成12年 119 116 29 20 5 14 0 0

平成13年 46 95 8 23 2 9 0 0

平成14年 72 84 10 13 0 0 0 0

平成15年 33 48 11 15 0 6 0 0

平成16年 62 94 20 20 13 16 6 4

10ヵ年最大値 119 116 29 23 13 16 6 4

10ヵ年最小値 17 28 5 9 0 0 0 0

10ヵ年平均値 52.1 74.8 14.5 16.7 3.9 6.6 1.2 1.1

ダム建設後

①濁水長期化日数 ②濁水長期化最大連続日数 ③①のうち放流SS10mg/L以上日数 ④①のうち放流SS25mg/L以上日数



資料-84 

複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス、深層曝気）（フラッシュ放流あり） 

放流水温 
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単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 26.1 3.4 14.4 29.0 5.2 15.6 27.6 5.2 15.3

平成8年 25.5 3.0 14.1 29.4 4.2 15.3 27.2 4.3 14.9

平成9年 25.3 3.7 14.5 27.3 5.5 16.1 26.1 5.4 15.6

平成10年 25.9 3.6 15.4 28.7 5.6 16.8 28.3 5.5 16.5

平成11年 25.5 3.0 14.9 28.6 6.2 17.1 27.2 5.9 16.4

平成12年 25.7 3.5 14.9 29.2 6.1 17.0 28.6 6.0 16.5

平成13年 26.3 2.5 14.8 30.0 5.3 16.8 29.0 5.3 16.2

平成14年 25.9 4.6 14.9 30.1 6.7 17.3 28.8 6.7 16.9

平成15年 25.4 3.0 14.6 27.9 5.7 16.3 26.1 5.6 15.8

平成16年 25.5 3.1 15.4 29.6 6.1 17.3 28.3 5.9 16.8

10ヵ年最大値 26.3 4.6 15.4 30.1 6.7 17.3 29.0 6.7 16.9

10ヵ年最小値 25.3 2.5 14.1 27.3 4.2 15.3 26.1 4.3 14.9

10ヵ年平均値 25.7 3.3 14.8 29.0 5.7 16.6 27.7 5.6 16.1

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気

単位　日数：日　差：℃

温水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 83 3.3 1.2 74 2.7 1.0

平成8年 71 3.9 1.1 30 1.5 0.5

平成9年 109 2.2 0.7 61 1.6 0.5

平成10年 159 3.2 1.1 128 2.4 0.8

平成11年 198 3.8 1.6 143 3.4 1.3

平成12年 211 3.5 1.2 156 3.6 1.2

平成13年 149 4.2 1.5 103 3.1 1.0

平成14年 190 4.7 1.5 146 3.4 1.2

平成15年 114 3.7 1.2 78 2.9 0.9

平成16年 207 4.2 1.5 163 3.4 1.0

10ヵ年最大値 211 4.7 1.6 163 3.6 1.3

10ヵ年最小値 71 2.2 0.7 30 1.5 0.5

10ヵ年平均値 149.1 3.7 1.3 108.2 2.8 0.9

ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気

単位　日数：日　差：℃

冷水放流日数

日数 差（最大） 差（平均） 日数 差（最大） 差（平均）

平成7年 3 -2.6 -2.1 2 -0.2 -0.2

平成8年 9 -9.8 -3.3 10 -0.5 -0.2

平成9年 4 -2.4 -1.3 3 -0.3 -0.2

平成10年 2 -2.9 -1.7 0 0.0

平成11年 3 -6.0 -2.8 0 0.0

平成12年 7 -7.3 -4.9 0 0.0

平成13年 4 -7.5 -4.0 0 0.0

平成14年 3 -7.5 -5.0 0 0.0

平成15年 1 -0.7 -0.7 1 -0.4 -0.4

平成16年 4 -5.6 -3.8 0 0.0

10ヵ年最大値 9 -0.7 -0.7 10 0.0 -0.2

10ヵ年最小値 1 -9.8 -5.0 0 -0.5 -0.4

10ヵ年平均値 4.0 -5.2 -3.0 1.6 -0.1 -0.2

ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気



資料-85 

複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス、深層曝気）（フラッシュ放流あり） 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 0.284 0.024 0.044 0.073 0.013 0.028 0.075 0.013 0.031

平成8年 0.150 0.019 0.042 0.048 0.008 0.025 0.045 0.012 0.028

平成9年 0.265 0.026 0.047 0.071 0.011 0.031 0.074 0.013 0.034

平成10年 0.285 0.021 0.056 0.078 0.016 0.034 0.079 0.020 0.037

平成11年 0.444 0.000 0.041 0.074 0.008 0.029 0.079 0.015 0.033

平成12年 0.229 0.009 0.036 0.063 0.006 0.024 0.065 0.014 0.027

平成13年 0.185 0.015 0.046 0.062 0.008 0.029 0.062 0.020 0.034

平成14年 0.106 0.000 0.034 0.041 0.009 0.022 0.038 0.014 0.028

平成15年 0.189 0.019 0.053 0.064 0.015 0.033 0.065 0.020 0.036

平成16年 0.232 0.020 0.050 0.062 0.012 0.031 0.065 0.012 0.035

10ヵ年最大値 0.444 0.026 0.056 0.078 0.016 0.034 0.079 0.020 0.037

10ヵ年最小値 0.106 0.000 0.034 0.041 0.006 0.022 0.038 0.012 0.027

10ヵ年平均値 0.237 0.015 0.045 0.064 0.010 0.029 0.065 0.015 0.032

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気



資料-86 

複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス、深層曝気）（フラッシュ放流あり） 

表層クロロフィル a 
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単位：μ g/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 － － － 25.6 0.6 8.7 13.3 0.5 4.5

平成8年 － － － 24.8 0.3 9.1 10.3 0.3 4.1

平成9年 － － － 27.9 0.8 9.3 12.8 0.8 4.7

平成10年 － － － 26.0 1.0 9.6 14.2 0.7 5.6

平成11年 － － － 30.3 0.3 9.1 14.1 0.3 3.9

平成12年 － － － 20.9 0.3 8.4 11.4 0.3 3.3

平成13年 － － － 22.4 1.1 9.7 11.0 0.8 4.4

平成14年 － － － 28.7 0.3 9.8 15.0 0.4 3.3

平成15年 － － － 26.0 0.5 9.7 12.7 0.7 5.5

平成16年 － － － 25.1 0.9 9.8 13.9 1.0 5.2

10ヵ年最大値 － － － 30.3 1.1 9.8 15.0 1.0 5.6

10ヵ年最小値 － － － 20.9 0.3 8.4 10.3 0.3 3.3

10ヵ年平均値 － － － 25.8 0.6 9.3 12.9 0.6 4.5

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気
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複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス、深層曝気）（フラッシュ放流あり） 

放流 BOD 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 5.8 0.5 0.8 2.0 0.4 0.9 2.3 0.4 0.7

平成8年 2.8 0.4 0.7 1.5 0.4 0.9 1.1 0.3 0.7

平成9年 5.3 0.5 0.8 2.0 0.5 1.0 2.2 0.5 0.8

平成10年 5.8 0.4 1.0 2.3 0.6 1.0 2.4 0.4 0.9

平成11年 9.3 0.3 0.7 2.9 0.5 1.0 2.9 0.4 0.8

平成12年 4.5 0.3 0.6 1.6 0.4 0.9 1.8 0.4 0.7

平成13年 3.6 0.4 0.8 1.7 0.5 1.0 1.5 0.5 0.8

平成14年 1.9 0.3 0.6 1.7 0.4 0.9 1.0 0.4 0.6

平成15年 3.7 0.4 0.9 1.7 0.5 1.0 1.7 0.5 0.9

平成16年 4.7 0.4 0.9 2.3 0.6 1.0 2.6 0.5 0.9

10ヵ年最大値 9.3 0.5 1.0 2.9 0.6 1.0 2.9 0.5 0.9

10ヵ年最小値 1.9 0.3 0.6 1.5 0.4 0.9 1.0 0.3 0.6

10ヵ年平均値 4.7 0.4 0.8 2.0 0.5 1.0 1.9 0.4 0.8

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気
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複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス、深層曝気）（フラッシュ放流あり） 

表層 DO 
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単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成7年 13.7 8.2 10.6 12.5 6.4 9.9 12.5 6.3 9.6

平成8年 13.8 8.3 10.7 12.8 7.5 10.2 12.6 6.8 9.8

平成9年 13.5 8.4 10.6 12.4 6.3 10.0 12.3 6.8 9.6

平成10年 13.6 8.3 10.4 12.2 7.0 9.8 12.1 6.8 9.5

平成11年 13.9 8.3 10.5 12.5 6.9 9.7 11.8 6.5 9.3

平成12年 13.6 8.3 10.5 12.2 7.5 9.7 12.0 6.4 9.3

平成13年 13.9 8.2 10.5 12.4 7.2 9.9 12.4 6.1 9.5

平成14年 13.2 8.3 10.5 12.4 7.4 9.7 12.2 6.3 9.2

平成15年 13.8 8.4 10.6 12.4 6.8 9.9 12.2 6.8 9.6

平成16年 13.8 8.3 10.4 12.2 7.3 9.8 11.9 6.4 9.4

10ヵ年最大値 13.9 8.4 10.7 12.8 7.5 10.2 12.6 6.8 9.8

10ヵ年最小値 13.2 8.2 10.4 12.2 6.3 9.7 11.8 6.1 9.2

10ヵ年平均値 13.7 8.3 10.5 12.4 7.0 9.9 12.2 6.5 9.5

ダム建設前
ダム建設後

対策なし フェンス+選択取水+浅層曝気+深層曝気
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複合対策（選択取水、浅層曝気、フェンス、深層曝気）（フラッシュ放流あり） 
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（7）各対策後の予測結果（対策を実施しない場合との比較） 
単独ケース 目的 運用方法 濁り 水温 富栄養化 

(1)選択取水設備 水温対策 平常時の取水： 
流入水温と等しい層 
（等しい層がない場合は最も
近い層） 

ただし、その層が SS25mg/L以
上であれば表層取水 

 
出水時の取水： 

SSのピーク層とし、流入 SS
が 25mg/Lを下回った時点で
平常時の運用に戻る 

・濁水長期化日数 
年平均 52日（表層取水） 
→年平均 71日に増加 

 
・濁水長期化期間中の SS25mg/L 
以上の日数 
年平均 1日（表層取水） 
→年平均 2日に増加 

 
・１年間の SS25mg/L超過日数 

年平均 6日で変化なし 

・温水放流日数 
年平均 147日（表層取水） 
→年平均 70日に軽減 
 

・冷水放流日数 
 年平均 1日 
（フラッシュ放流なし） 
→年平均 6日に増加 

・クロロフィル a濃度の最大値 
30.3μg/L（表層取水） →29.2μg/Lに低下 

 
・クロロフィル a濃度の平均値 

9.3μg/L（表層取水） → 8.3μg/Lに低下 
 
・富栄養化の年数（クロロフィル aの年最大値 25μg/L以上） 

10年中 8年で発生 →10年中 7年で発生 
 
・放流 BOD 
平均 1.0mg/L →平均 0.9mg/Lに低下 

（ダムなし時は平均 0.8mg/L） 
      
(2)フェンス 濁水対策 出水時： 

フェンスを浮上し、選択取水
を SSのピーク層からの取水
に切替え 

 
出水後： 
流入 SSが 25mg/Lを下回った
時点で、フェンスを沈降し、
選択取水を表層取水に切替え
（フェンスは次の出水時に浮
上） 

・濁水長期化日数 
年平均 52日 
→年平均 49日に軽減 

 
・濁水長期化期間中の SS25mg/L 
以上の日数 

年平均 1日で変化なし 
 

・１年間の SS25mg/L超過日数 
年平均 6日 
→年平均 5日に軽減 
（ダムなし時は年平均 22日） 

・温水放流日数 
年平均 147日（表層取水） 
→年平均 150日に増加 
 

・冷水放流日数 
年平均 1日 
（フラッシュ放流なし） 
→年平均 2日に増加 

・クロロフィル a濃度の最大値 
30.3μg/L → 30.1μg/Lに低下 

 
・クロロフィル a濃度の平均値 

9.3μg/L →  9.2μg/Lに低下 
 
・富栄養化の年数（クロロフィル aの年最大値 25μg/L以上） 

10年中 8年で発生（変化なし） 
 
・放流 BOD 
平均 1.0mg/Lで変化なし（ダムなし時は平均 0.8mg/L） 

      
(3)浅層曝気 富栄養化対策、水温対策

（フラッシュ放流による 
一時的な冷水への対策） 

運転期間： 
3月 21日～8月 31日 
（出水時は停止） 

・濁水長期化日数 
年平均 52日（フラッシュあり） 
→年平均 72日に増加 

 
・濁水長期化期間中の SS25mg/L 
以上の日数 

年平均 1日で変化なし 
 

・１年間の SS25mg/L超過日数 
年平均 6日で変化なし 

・温水放流日数 
年平均 149日 
（フラッシュ放流あり） 
→年平均 152日に増加 
 

・冷水放流日数 
年平均 4日 
（フラッシュ放流あり） 
→年平均 1日に減少 

・クロロフィル a濃度の最大値 
30.3μg/L（フラッシュ放流あり）→16.1μg/Lに低下 

 
・クロロフィル a濃度の平均値 

9.3μg/L（フラッシュ放流あり）→ 4.5μg/Lに低下 
 
・富栄養化の年数（クロロフィル aの年最大値 25μg/L以上） 

10年中 7年で発生（フラッシュ放流あり） →すべて解消 
 
・放流 BOD 
平均 1.0mg/L →平均 0.8mg/Lに低下 

（ダムなし時は平均 0.8mg/L） 
      

 

 
複合ケース 運用のおもなねらい 運用方法 濁り 水温 富栄養化 

(4) 
(1)～(3)の複合 

水温対策 
濁水対策 
富栄養化対策 

 (1)～(3)と同じ ・濁水長期化日数 
年平均 52日（フラッシュあり） 
→年平均 74日に増加 

 
・濁水長期化期間中の SS25mg/L 
以上の日数 

年平均 1日で変化なし 
 

・１年間の SS25mg/L超過日数 
年平均 6日（フラッシュあり） 
→年平均 5日に軽減 
（ダムなし時は年平均 22日） 

・温水放流日数 
年平均 149日 
（フラッシュ放流あり） 
→年平均 108日に減少 

 
・冷水放流日数 
年平均 4日 
（フラッシュ放流あり） 
→年平均 2日に減少 

・クロロフィル a濃度の最大値 
30.3μg/L（フラッシュ放流あり）→15.2μg/Lに低下 
 

・クロロフィル a濃度の平均値 
9.3μg/L（フラッシュ放流あり）→ 4.4μg/Lに低下 
 

・富栄養化の年数（クロロフィル aの年最大値 25μg/L以上） 
10年中 7年で発生（フラッシュ放流あり） →すべて解消 

 
・放流 BOD 
平均 1.0mg/L →平均 0.8mg/Lに低下 

（ダムなし時は平均 0.8mg/L） 
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単独ケース 運用のおもなねらい 運用方法 濁り 水温 富栄養化 

(5)深層曝気 底層 DO対策 運転期間： 
底層 DOが 4mg/l以下の期間 

・濁水長期化日数 
年平均 52日（フラッシュあり） 

変化なし 
 

・濁水長期化期間中の SS25mg/L 
以上の日数 

変化なし 
 

 

・温水放流日数 
年平均 149日 
（フラッシュ放流あり） 

変化なし 
 
・冷水放流日数 
年平均 4日 
（フラッシュ放流あり） 

変化なし 

・底層 DO 
上昇 

 
・表層 DO 
平均 9.9mg/Lで変化なし 

 
・表層 TPの平均値 
0.029mg/L → 0.028mg/Lに低下 

 
・表層クロロフィル a  

変化なし 
 
・放流 BOD 
平均 1.0mg/Lで変化なし 
（ダムなし時は平均 0.8mg/L） 

      

 

 

 

 

 

 
複合ケース 運用のおもなねらい 運用方法 濁り 水温 富栄養化 

(6) 
(1)(2)(3)(5) 

の複合 

水温対策 
濁水対策 
富栄養化対策 
底層 DO対策 

 (1)(2)(3)(5)と同じ ・濁水長期化日数 
年平均 52日（フラッシュあり） 
→年平均 74日に増加 

 
・濁水長期化期間中の SS25mg/L 
以上の日数 

年平均 1日で変化なし 
 

・１年間の SS25mg/L超過日数 
年平均 6日（フラッシュあり） 
→年平均 5日に軽減 
（ダムなし時は年平均 22日） 

・温水放流日数 
年平均 149日 
（フラッシュ放流あり） 
→年平均 108日に減少 

 
・冷水放流日数 
年平均 4日 
（フラッシュ放流あり） 
→年平均 2日に減少 

・クロロフィル a濃度の最大値 
30.3μg/L（フラッシュ放流あり）→15.0μg/Lに低下 
 

・クロロフィル a濃度の平均値 
9.3μg/L（フラッシュ放流あり）→ 4.5μg/Lに低下 
 

・富栄養化の年数（クロロフィル aの年最大値 25μg/L以上） 
10年中 7年で発生（フラッシュ放流あり） →すべて解消 

 
・放流 BOD 
平均 1.0mg/L →平均 0.8mg/Lに低下 

（ダムなし時は平均 0.8mg/L） 
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（8）対策の評価 
 

 

 

 

 

表 ダム供用開始後 当面の運用（案） 

 

対 策 目 的 当面の運用（案） 

選択取水設備 濁水対策、水温対策（温水） 平常時：流入水温と等しい層（等しい層がない場合は最も近い層）より取水 

ただし、その層が SS25mg/L以上であれば表層取水 

出水時：SS ピーク層から取水し、流入 SSが 25mg/Lを下回った時点で平常時の運用に戻る。 

 

 

フェンス 濁水対策 出水時：フェンスを浮上し、選択取水を SS ピーク層からの取水に切り替え 

出水後：流入 SSが 25mg/Lを下回った段階で、フェンスを沈降し、選択取水を表層取水に切り替え 

（フェンスは次の出水時に浮上） 

 

 

浅層曝気 富栄養化対策 
水温対策 
（フラッシュ放流による一時的な冷水への対策） 

運転期間：3月 21日～8月 31日（出水時は停止） 

 

 

 

 

深層曝気 底層 DO 底層 DOが 4mg/l以下の期間 

 
 

 

○水質保全対策の単独ケースの場合、ターゲットとする目的に対して、対策しない場合に比べて改善効果が見られるが、主な目的以外については効果が小さい結果となった。 

 

○底層ＤＯの改善は深層曝気が必要（対策しない場合の表層 TPへの影響は少ない）。 

 

○複合ケースの場合、単独ケースより効果が小さくなるものがあるが、全体的には何も対策しない場合より効果が見られる。 

 

 ただし、複合ケースとした場合でも下記の課題がある。 

・濁水長期化日数が増加する（ただし、SSの平均的な値は小さい）。 

  ・夏から秋にかけて、温水放流となる。 

 

○上記課題を踏まえて、当面は下記の運用方法を基本として、ダム供用開始後、定期的に効果検証を行い、PDCAサイクルによる改善を継続していく。 

 

○また、フラッシュ放流の実施有無による水質への影響について、大きな差異は見られなかった。 


